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令和６年度も「ふるさと はまだ に貢献したい、応援したい」という
全国の皆さんから大変多くの寄附が寄せられました。

問合せ
　ふるさと寄附推進室
　☎㉕９０２５

14億1441万4420円

寄附の使い道 件数（件） 金額（円）
１ 石見神楽等の伝統芸能の継承に関する事業 16,575 299,658,745
２ 自然環境並びに歴史的及び文化的な資源の保全及び活用に関する事業 7,085 162,395,535
３ 高齢者福祉及び障がい者福祉並びに地域医療の充実に関する事業 4,979 120,958,011
４ 青少年の健全育成及び子どもを安心して生み育てる環境づくりに関する事業 15,330 339,779,098
　　（第４号別枠）GCFⓇふるさと納税型クラウドファンディングを実施 2,223 71,948,000
５ 農林水産業等の地域産業の振興に関する事業 4,659 119,632,250
６ そのほか目的達成のために市長が必要と認める事業 12,119 291,042,781

合計 62,970 1,405,414,420

個人版 金額 14億541万4,420円　件数 62,970件

実績月 寄附事業名 寄附企業名
令和６年７月 浜田市まち・ひと・しごと創生推進事業 タレントスクエア㈱
令和６年10月 浜田市まち・ひと・しごと創生推進事業 ㈱NEXT ONE
令和７年２月 浜田市まち・ひと・しごと創生推進事業 日本生命保険相互会社
令和７年３月 山村地域の木育推進事業 (同)グリーンパワー金城
令和７年３月 浜田市まち・ひと・しごと創生推進事業 グローバルプラスサービス㈱
令和７年３月 浜田市まち・ひと・しごと創生推進事業 ㈱テライ

企業版

ふるさと寄附をするときには、その使い道を
指定することができます。浜田市は以下の事業
に対して、寄附をいただきました。

令和６年度
ふるさと寄附総額

金額  900万円　件数 ６件

いただいた寄附を基金に積み立てています。
その残高をお知らせします。

令和６年度末
ふるさと応援基金の残高

寄附の種類 基金残高

個
人
版

１ 石見神楽等の伝統芸能の継承に関する事業 9億9,200万円
２ 自然環境並びに歴史的及び文化的な資源の保全及び活用に関する事業 5億9,200万円
３ 高齢者福祉及び障がい者福祉並びに地域医療の充実に関する事業 6,100万円
４ 青少年の健全育成及び子どもを安心して生み育てる環境づくりに関する事業 1億7,100万円
　　（第４号別枠）GCFⓇクラウドファンディング　浜田市スポーツ応援プロジェクト 2,600万円
５ 農林水産業等の地域産業の振興に関する事業 6,000万円
６ そのほか目的達成のために市長が必要と認める事業 4億8,400万円

企業版ふるさと寄附 1,400万円
合計 24億円

浜 田 市

ふるさと寄附

ふるさと寄附
金額内訳

企業版ふるさと納税に寄附いただいた
企業はこちらから見られます

応援ありがとうございました

※　このうち、市が事業に活用できる額は、特産品代金などを差し引いた約７億円です。

令和６年度
ふるさと寄附
活用事業

全国の皆さんからいただいた寄附を、たくさんの事業に活用
しました。その使い道について報告します。なお、表中の活用
額は、事業費のうちふるさと寄附充当額です。

※　金額は万円未満を四捨五入しているため合計が合わないことがあります。

石見神楽等の
伝統芸能の継承

活用した事業 活用額
神楽衣裳などの更新費用助成 1,961万円
富岡八幡宮での石見神楽公演 1,119万円
そのほか 1,058万円

計 4,138万円

自然環境、
歴史的・文化的
資源の保全活用

活用した事業 活用額
道路の維持管理修繕 1,870万円
指定天然記念物の保全など 983万円
橋本明治生誕120年記念展 326万円
そのほか 1,637万円

計 4,816万円

高齢者福祉、
障がい者福祉、
地域医療の充実

活用した事業 活用額
敬老福祉乗車券の交付・販売 3,576万円
看護学校の支援 1,000万円
敬老入浴券の販売 575万円
そのほか 3,147万円

計 8,298万円

青少年の健全育成、
子どもを安心して
生み育てる環境づくり

活用した事業 活用額
公園の環境整備 5,810万円
老朽化した学校施設の改修 5,000万円
市内県立高校３校共同寄宿舎の
管理運営 1,639万円
小中学校の図書・備品購入 884万円
そのほか 2,692万円

計 1億6,025万円

農林水産業等の
地域産業の振興

活用した事業 活用額
漁船の更新などに係る費用の補助 8,694万円
リースによる漁船取得に対する
補助 3,801万円
そのほか 27万円

計 1億2,522万円

そのほか
市長が必要と
認める事業

活用した事業 活用額
道路の防護柵緊急対策 5,200万円
通学路などの緊急安全対策 3,500万円
若者支援ファンド事業 2,496万円
備蓄物資配置事業 2,369万円
そのほか 8,594万円

計 2億2,159万円
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戸籍に掲載する予定の
振り仮名の通知を送付します
５月26日に改正戸籍法が施行され、新たに氏名の振り仮名が戸籍に記載されることになりました。

戸籍に振り仮名を記載するまでの流れ
１　記載する予定の振り仮名を通知
　本籍地の市区町村長から、住民票の情報を参考に
作成された「戸籍に記載される振り仮名の通知書」
が届きます。
原則として戸籍の筆頭者宛てに郵送します。 ●通知書は戸籍単位で郵送

●戸籍内で同じ住所の人は１通につき４人まで記載
●戸籍内で別住所の人は住所地ごとに郵送
●発送時期は本籍地により異なります。
　本籍地が浜田市以外の人は、各市区町村のホーム
ページなどを確認してください。

●本籍地が浜田市の人へは、令和７年８月に発送予
定です。

通知書が届いたら、氏や名の振り仮名を必ず確認
してください。

届出に当たっての注意事項
●届出が受理されることで、届け出た氏や名の振り仮名が順次戸籍に記載されます。
●届出の期間は改正法の施行日から１年以内（令和７年５月26日から令和８年５月25日まで）に限ります。
●改正法の施行日以降に出生届や帰化届などにより初めて戸籍に記載される人は、その届出時に併せて氏名　
　の振り仮名を届け出ることとなります。

届出をする場合
届出人

　マイナンバーカードを持っている人は、マイ
ナポータルを利用してオンラインで氏や名の振
り仮名の届出ができます。

届出方法

浜田市の窓口
・市役所本庁舎１階（総合窓口課隣）　
　振り仮名届出特設窓口
・各支所市民福祉課
時間　月曜日から金曜日
　　　午前８時30分から午後５時15分まで
　　　（土・日・祝日、年末年始を除く）

③窓口での届出

マイナ
ポータル

届出方法の
説明動画

詐欺に注意
●届出に手数料は一切かかり
　ません。
●届出をしなかったとしても
　罰則や罰金はありません。
●氏名の振り仮名の届出にあ
　たって、法務省や市区町村
　が金銭を支払うよう要求す
　ることはありません。

　　問合せ
戸籍振り仮名の法制度に関すること
法務省コールセンター　☎０５７０- ０５- ０３１０
（月～金曜日　午前８時30分～午後５時15分）
※　土・日・祝日・年末年始（12月30日～１月３日を除く）
そのほか振り仮名に関すること・届書郵送先
総合窓口課振り仮名届出特設窓口　☎㉕９０２６
〒697‒8501　浜田市殿町１番地　浜田市総合窓口課宛
※　市から送付された振り仮名の通知ハガキをお持ちの場合は、
　ハガキ表面右上の管理番号をお知らせください。

法務省
ホームページ
はこちらから
見られます

市ホームページ
はこちらから
見られます

年金を受給している人が氏名の振り仮名を変更する場合
●年金を受け取っている金融機関の口座名義（カナ）が、変更後の氏名の振り仮名（※１）と相違している　
　と、年金の支払いが一時的に止まることがあります。
※１　戸籍の氏名の振り仮名を変更すると、住民票にも反映され、その情報をもとに年金記録の氏名の振り

　　　仮名も変更されます。
●受取金融機関の口座名義の変更が必要な人に対しては、日本年金機構から「氏名変更のお知らせ（口座名　
　義変更のご案内）」が送付されます。
●「氏名変更のお知らせ」が届いた場合は、金融機関の窓口などで口座名義（カナ）の変更手続が必要です（※２）。
※２　「氏名変更のお知らせ」が届く前に口座名義（カナ）を変更すると、年金の支払いが一時的に止まる

　　　ことがありますのでご注意ください。

本籍地の
市区町村長

戸籍の
筆頭者

戸籍に記載される
振り仮名の通知書

２　氏名の振り仮名の届出

②郵送での届出

氏や名の振り仮名の届書を、本籍地の市区町
村へ郵送してください。
様式は浜田市ホームページからダウンロード
するか、各市区町村の窓口にあるものを使用し
てください。

届出に必要なもの
・本人確認書類（運転免許証、運転経歴証明書、　
　マイナンバーカード、パスポート、身体障害者　
　手帳など）
・振り仮名の通知書
・預金通帳やパスポートのコピー
※　一般の読み方でない場合

お住まいや本籍地の市区町村に限らず、最寄りの市区町村の窓口で届出をすることができます。

　戸籍制度
マスコット
キャラクター
コセキツネ

８月中に発送予定

通知書に記載された氏や名の振り仮名

正しい場合 誤っている場合

氏の振り仮名の届 名の振り仮名の届

　戸籍の筆頭者
※　筆頭者が除籍されている場合はその配偶者、
　その配偶者も除籍されている場合はその子

　戸籍に記載されている人各自
※　戸籍に記載されている人が15歳未満の場合
　は、親権者などの法定代理人

①マイナポータルでの届出

振り仮名の届出は不要 振り仮名の届出が必要
令和８年５月26日以降に、通知書に記載された

振り仮名が戸籍に記載されます。この場合１回に
限り、氏や名の振り仮名の変更の届出ができます。
　なお、振り仮名の届出を行った後に氏や名の振
り仮名を変更する場合は、家庭裁判所の許可が必
要となります。

　令和８年５月25日まで（改正法の施行日から１
年以内）に正しい振り仮名の届出をしてください。
　一度届け出た振り仮名を修正する場合は、家庭
裁判所の許可が必要となります。
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浜田市職員採用試験
　第２回職員採用試験を次のとおり行います。採用試験実施要項で詳細を確認し、受験の申込みをしてください。

採用予定日　　　令和８年４月１日㈬
第１次試験　　　９月21日㈰
試験会場　　　　浜田会場・大阪会場（詳細は市ホームページ又は募集要項でご確認ください）
申込方法　　　　以下のいずれかの方法で申し込んでください。
　　　　　　　　①Web申込みフォーム
　　　　　　　　　右記申込みフォームから必要事項を入力し、申し込んでください。
　　　　　　　　②郵送又は持参
　　　　　　　　　採用試験実施要項（人事課・各支所防災自治課にあります）に基づき、受験申込書類を提出　
　　　　　　　　　してください。実施要項は市ホームページからもダウンロードできます。
受付期間　　　　８月20日㈬まで（郵送の場合、当日消印有効）

採用職種 人員 対象者
（令和８年４月１日時点）

必要な資格・条件など
（詳細は、採用試験実施要項をご覧ください）

一般事務員 ４人程度 18歳以上23歳以下の人 第１次試験は、高校卒業程度の教養試験などを実施しま
す。学歴、資格などは問いません。

一般事務員
（社会人経験者） ９人程度 24歳以上40歳以下の人

学歴、資格などは問いませんが、令和７年８月１日時点
で社会人経験３年以上の人が対象です。
教養試験は行わず、SPIでの試験を実施します。

一般事務員
（障がい者） ２人程度 18歳以上40歳以下の人 身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳、療育手帳の

いずれかの交付を受けている人

保健師 １人程度 35歳以下の人 保健師の資格を有する人
（採用予定日までに資格取得見込みの人を含む）

土木技術員
（土木） １人程度 18歳以上40歳以下の人 学歴、資格は問いません。

土木技術員
（水道） １人程度 18歳以上40歳以下の人 学歴、資格は問いません。

建築技術員 １人程度 18歳以上30歳以下の人 学歴、資格は問いません。
教養試験は行わず、SPIでの試験を実施します。

消防士 ５人程度 18歳以上25歳以下の人 学歴、資格は問いません。
【体力試験を行うため、受験会場は浜田のみ】

消防士
（経験者） ２人程度 35歳以下の人

消防組織法第51条に基づき設置された消防学校の初任教
育及び救急科を修了している人
教養試験は行わず、SPIでの試験を実施します。
【体力試験を行うため、受験会場は浜田のみ】

提出・問合せ　人事課人事係　☎㉕９１３０
　　　　　　　〒697‒8501　浜田市殿町１番地

※　一般事務員（社会人経験者枠、障がい者枠含む）、土木技術員及び
　消防士で受験申込みができるのは、６月・９月を通じてひとつの区分のみです。

令和７年度第２回 浜田会場・大阪会場で
受験できます

市役所の仕事や採用試験制度の説明などを行う採用説明会を実施します。
浜田市職員採用試験の受験を検討している人は、ぜひ参加してください。

開催日　　８月13日㈬　午後３時30分～５時
対象者　　浜田市役所で働くことに関心のある人
内　容　　市の概要、令和７年度試験概要、若手職員のリアルトークなど
開催方法　Zoomによるオンライン開催
申込期間 ８月６日㈬まで
申込方法　右記申込みフォームから申し込んでください。

職員採用
サイトは
こちらから
見られます

こちらから
申し込めます

こちらから
申し込めます

採用職種・要件など

「水害・土砂災害における防災活動」をテーマに、６月１日㈰に「令和７年度浜田市総合防災訓練」
を実施しました。
市内全域において、防災行政無線・防災防犯メールなどを用いて避難情報を発令し、自主防災組
織や町内会などの単位で避難行動訓練や避難所における防災出前講座を実施しました。
また、市役所本庁及び各支所では、災害対策本部運営訓練及び情報伝達訓練を行いました。

令和７年度
　　浜田市総合防災訓練を行いました

住民避難行動訓練・防災出前講座など

災害対策本部運営訓練及び情報伝達訓練

問合せ　防災安全課防災安全係　☎㉕９１２２

　住民避難行動訓練、防災出前講座などには、13,000人を超える参加
者がありました。
　住民避難行動訓練に併せて、市職員が指定避難所37か所を開設し、
避難者の受入れを行いました。
　また、希望された町内会などでは、防災士や消防団員、消防職員に
よる、備蓄品や非常用持出品の展示、急病やけがの手当、AED・消
火器の使い方などを体験する防災出前講座を開催しました。

　市役所本庁及び各支所では、災害対策本部が設置・運用される間の被害情報などの収集、伝達、
判断、対応を繰り返し、災害対応力の向上を図ることを目的に災害対策本部運営訓練及び情報伝達
訓練を実施しました。
　当日は、気象台、自衛隊、警察、消防も訓練に参加し、災害時の連携について確認を行ったほか、
島根県防災危機管理課の職員がアドバイザーとして参加しました。

参加・協力して
いただいた皆さん
ありがとうございました
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平和を祈念し、黙とうを広島市と長崎市に原爆が
　投下され、今年で79年

８月15日は「戦没者を追悼し平和を祈念する日」です
広島市と長崎市では、それぞれ原爆の投下・上空でのさく裂時刻に、原爆死没者のご冥福と世界恒久平和

を祈念するため、平和の鐘を合図に１分間の黙とうがささげられます。また、8月15日には全国戦没者追悼
式が行われ、先の大戦で亡くなられた人々を追悼し、平和を祈念するため、正午から１分間の黙とうがささ
げられます。
　浜田市は、核兵器廃絶平和都市宣言をしています。市民の皆さんにおかれましても、亡くなった人々を追
悼するとともに、世界の恒久平和を祈念して、それぞれの家庭や職場で黙とうをささげましょう。
原爆の投下・さく裂日時
広島市（投下）　　　　　　　昭和20年８月６日　午前８時15分
長崎市（上空でのさく裂）　　昭和20年８月９日　午前11時２分
※　長崎市では、午前11時２分を「原爆が上空でさく裂した時刻」としています。
全国戦没者追悼式　８月15日㈮

平和アピールパネル展
昭和20年８月６日、世界で初めて原子爆弾が広島に投下されました。終戦から80年を経て、戦争の記憶が

薄れつつあります。人類が二度と核による悲しみを被ることのないよう、「平和の尊さ」を市民の皆さんに
再度確認してもらうため、パネル展を開催します。
展示内容　広島・長崎原爆写真ポスター
開催期間　８月１日㈮～15日㈮
場　　所　市役所本庁舎１階市民ロビー

問合せ　総務課総務管理係　☎㉕９１１０

平和を祈念し、黙とうを被爆80周年

浜田市長選挙・浜田市議会議員一般選挙を行います

問合せ　選挙管理委員会事務局
　　　　☎㉕９８１０

視覚障がいのため紙媒体の選挙公報を読むことが困難な有権者に、候補者の氏名・経歴・政見などをCD
に録音した「選挙のお知らせ版」を配布します。希望する人は、選挙管理委員会事務局までご連絡ください。
なお、自宅への配送を希望する場合は、別途手続が必要ですので、８月29日㈮までにご連絡ください。

告示日　10月12日㈰
投票日　10月19日㈰

日　程　　９月13日㈯
時　間　　【市長選挙】午前10時から
　　　　　【市議選挙】午後１時30分から
場　所　　浜田まちづくりセンター１階研修室
そのほか　会場都合により、１陣営につき２人までの参加でお願いします。

医療従事者を目指しませんか
～地域医療を支える県内の医療系学校を紹介します～

浜田医療センター附属看護学校
70年以上の歴史があり、これまで優秀な卒業生を多く輩出している伝統校です。隣接する病院でほと

んどの実習を行うことが可能です。
また、地域の家庭に訪問・宿泊し、人々のありのままの生活を理解する実習もあります。
さらに、豊かな自然に恵まれた環境にありながら、最先端のICT教育を実践しています。

選考方法
推薦　面接、小論文
一般　学科試験（国語、英語、数学）

　入試時期
　　推薦 10月中旬
　一般　１月中旬

島根県歯科技術専門学校
松江市にある歯科技工士・歯科衛生士の養成を目的とした県内唯一の専門学校です。
高齢化が急速に進む中にあって元気で長生きする健康長寿社会を創造するためには欠かせない、やり

がいのある職業です。
選考方法
推薦　　　　　書類審査、面接、学科試験（国語）、実技試験（歯科技工士科）
一般、社会人　学科試験（国語）、面接､ 実技試験（歯科技工士科）

入試時期
推薦 　　　　10月下旬
一般、社会人 11月初旬、12月上旬、２月上旬、３月下旬

そのほか　島根県歯科医師会による県内指定地区出身在学生支援制度があります。

リハビリテーションカレッジ島根
山陰で唯一、リハビリテーション３学科（理学療法士、作業療法士、言語聴覚士）を併設しており、

授業や交流の中で「チーム医療」を学ぶことができます。
また、部活動や地域交流も積極的に行っています。
選考方法　総合型選抜（AO入試）、指定校推薦、一般推薦、一般入試、
　　　　　キャリアアップ特待生
入試時期　選考方法に応じて、７月～翌年３月
そのほか　入学金が実質無料になる制度のほか、特待生制度、臨床実習費無料、
　　　　　ファミリー割引や各種奨学金など多くのサポートがあります。

そのほか
　日本学生支援機構、島根「ふるさと」
　　看護奨学金、浜田市奨学金などの奨学
　　金制度が多数あります。

問合せ　健康医療対策課地域医療対策係　☎㉕９３１０

※　各学校のホームページは掲載の
　二次元コードから見られます。

潜在看護師復職支援プログラム
　浜田医療センターでは、「スキルアップ・ラボ室」を設置し、現場を離れている看護師資格を有する
人が不安なく復職できるようにサポートしています。
　最新の医療情報を踏まえ、静脈血採血の演習、医療機器の操作など、実際に体験しながら学ぶことが
できます。「もう一度、看護がしたい」その気持ちを応援します。
開催日時　随時（所要時間４時間程度）
料金　　　無料
申込み・問合せ　健康医療対策課地域医療対策係　☎㉕９３１０

※ 選挙の詳細は「広報はまだ」９月号・10月号に掲載します。

立候補予定者説明会の開催

視覚に障がいのある人への音声による「選挙のお知らせ版」の発行
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職員数の状況及び関係市からの派遣職員　　　　（単位：人）
令和６年度職員数
（令和６年４月１日）

令和６年度中 派遣職員
採用者 退職者 浜田市 江津市

3 0 0 10 4
※　短時間再任用職員は含んでいません。

１　職員の任免及び職員数に関する状況

職員の人材育成や配置など人事管理の基礎資料とするため、
地方公務員法の定めに基づき、全職員を対象に年間２回の人
事評価を実施しています。また、職員の昇給、昇格などに際
しては、所属長による勤務評定を実施しています。

　（単位：人）
区　分 人数 内　　容

昇給時 3 定期昇給時における所属長による勤務
評定

昇格・昇任時 2 主事から主任主事など昇任時における
所属長の勤務評定

勤勉手当 3 勤勉手当支給時における人事評価の活
用

（派遣職員を含む。各年度４月１日現在　単位：人）
区　分 職員数 対前年

増減数
主な

増減理由部　門 R4年 R5年 R6年 R7年

一般行
政部門

総　務 4 4 4 4 0
－衛　生 1 1 1 1 0

民　生 12 12 12 12 0
合　計 17 17 17 17 0 －

※　短時間再任用職員は含んでいません。

区　分 内　　容
勤務時間 午前８時30分から午後５時15分まで
休憩時間 午後12時から１時までの１時間
週休日 日曜日及び土曜日

休　日 国民の祝日に関する法律に規定する休日及び年
末年始（12月29日から翌年の１月３日まで）

区　分 内　　容

年次有給休暇 １年につき20日間付与、新規採用職員（４月１日付）は15日間付与

特別休暇

特別な事由により勤務しないことが相当であ
ると認められる場合の休暇の種類は、公民権
の行使、証人などの官公庁への出頭、ドナー
休暇、ボランティア休暇、結婚休暇、不妊治
療休暇、産前の健診、妊娠に起因する体調不
良、産前産後休暇、育児時間、妻の出産補助、
男性の育児、乳幼児健診、子などの看護休暇、
介護休暇、忌引、父母などの法要、夏季休暇、
セルフケア休暇、感染症、災害などによる交
通遮断・住居の破壊、生理休暇です。

問合せ　浜田地区広域行政組合総務課総務係
　　　☎０８５５53５０８２

（単位：人）

区　　分 分限処分 懲戒処分
免職 休職 降任 免職 停職 減給 戒告

処分者数 0 0 0 0 0 0 0

職務上
の義務

法令などを遵守する義務 職務命令に従う義務
信用失墜行為の禁止 秘密を守る義務
職務に専念する義務 政治行為などの制限
争議行為などの禁止 営利企業などの従事制限

※　地方公務員法に、上表の職務上の義務が定められています。

（単位：人）
区　分 人数 内　　容

職員
研修

県自治研修所 5 職務経験などの階層別研修・実務
研修・特別研修など

市町村総合
事務組合 4 行政実務研修・政策課題研修

派遣研修 0 自治大学校・市町村アカデミーなど
浜田市・
江津市研修 39 服務・倫理・健康・人権研修会など

各課独自研修 83 実務研修など

（単位：人）
区　分 人数 内　　容

健康
診断

定期健康診断 1 広域行政組合が実施する一般健
診

人間ドック 2 市町村職員共済組合が実施する総
合健診

特殊健診 0 じん肺健診・騒音健診

公務・通勤災害補償 0 地方公務員災害補償基金が行う
補償

※　短時間再任用職員は含んでいません。

（令和６年度中）
区　　分 状　況

勤務条件に関する措置の要求の状況 該当なし
不利益処分に関する審査請求の状況 該当なし

地方公務員法などの定めに基づき、営利企業などに再就職
した退職者による現職職員への働きかけなどを規制するほか、
退職職員からの届出に基づく再就職の状況を公表します。
　届出及び公表は、管理職であった者が営利企業などの常勤
の役職員、又は非常勤の役員に就任した場合としています。

（単位：人/件）
区　　分 管理者数 件数

退職時に管理職であった者の数、再就職の
届出数（令和５年度末退職職員） 1 0

働きかけなどに関する公平委員会からの調査の要求 0

　浜田地区広域行政組合（浜田市・江津市で構成）では、介護保険業務、可燃ごみの処理業務などを行っています。
　組合の人事行政の運営における公平性と透明性を高めることを目的として、地方公務員法及び浜田地区広域行政
組合人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、職員の任用・職員数・勤務時間そのほかの勤務条件な
ど人事行政の運営の状況についてお知らせします。

令和６年度人事行政の運営などの状況の公表浜田地区
広域行政組合

２　職員の人事評価及び勤務評定の状況

３　部門別職員数の状況

４　職員の勤務時間などの状況

５　職員の休暇などの状況

６　職員の分限及び懲戒処分の状況

７　職員の服務の状況

８　職員の退職管理の状況

９　職員の研修の状況

10　職員の福祉及び利益の保護の状況

11　公平委員会の業務の状況

「浜田地区広域行政組合において浜田市の条例を準用する条例」第１条第２号（情報公開に関する事項）
及び同条第３号（個人情報保護に関する事項）の規定に基づき、令和６年度の各制度の運用状況を公表します。

１　情報公開制度の運用状況
⑴　開示請求　　　　　　　　　　　　　（単位：件）

請求件数
決定区分

取下げ
全部開示 部分開示 不開示

－ － － － －
⑵　審査請求　なし

広域行政組合の情報公開制度・
個人情報保護制度の運用状況

広域圏だより

２　個人情報保護制度の運用状況
⑴　開示請求　　　　　　　　　　　　　（単位：件）

請求件数
決定区分

取下げ
全部開示 部分開示 不開示

13 13 － － －
⑵　訂正請求・利用停止請求　なし

問合せ　浜田地区広域行政組合総務課総務係
　　　　☎０８５５53５０８２

事業者なんでも個別相談会 申込み・問合せ
　商工労働課事業支援係 ☎㉕９５０１

日　時 ８月27日㈬　午前10時～正午
会　場 中央図書館
料　金 無料
定　員 30人（先着）
申込み　８月22日㈮までに右記二次元
　　　　コードから申し込んでください。
内　容　セミナー /質疑/アンケート
個別相談会　希望者のみ（要事前予約）
　　　　・午後１時～１時45分　・午後２時～２時45分
　　　　・午後３時～３時45分　・午後４時～４時45分

松江市を拠点に、地域企業のブランディング支援・ブランド戦
略設計を手がける。「地域から“選ばれ続けるブランド”を創
出する」を信念に、軸となるコンセプト設計、プロモーション
支援、社内の意識改革から次世代のリーダー育成までを担う。
地元の小規模事業者や中小企業に伴走することで、付加価値を
見出し、“らしさ”と“らしさの先にある可能性”を言語化・
可視化することで、共感を生み、持続可能なブランドづくりを
支援している。

選ばれ続けるブランドになる

こちらから
申し込めます

講 師

　経営者の皆さんの円滑な経営や事業承継を支援するため、個別相談会を開催します。
　ぜひこの機会に活用してください。

例えばこんなお悩みはありませんか？
〇経営や資金繰りに悩んでいる
〇家族や社員が引き継ぐためにはどうすればいいか
〇事業を譲りたい、譲り受けたいけれど・・・

村上 弘基
(独）中小企業基盤整備機構中国本部
中小企業アドバイザー
昭和58年広島銀行入行。各支店、融資審査部を経て平成９年に
日本で最初の企業再生チームを立ち上げる。以降、企業再生コ
ンサル・プライベートバンカー・事業承継コンサルなどのコン
サル業務に専任。その後コンサル業務立ち上げのために会計事
務所・経済研究所へ出向し、「Team経営参謀」を創業する。

さん

大学卒業後、 金融機関に就職。在籍時に創業関連の支援を得意と
していたことから、平成27年退職し、創業支援を中心としたコン
サルティング会社「lien」を開業。 浜田市 ・ 江津市を中心に多
数の事業主や企業の経営のサポートに携わっている。令和３年か
ら島根県よろず支援拠点のサブチーフコーディネーターとして浜
田サテライトを中心に石見地区の統括を行っている 。

山岡 直哉
島根県よろず支援拠点
サブチーフコーディネーター

さん

対　象　経営者、後継者
日　時 ８月25日㈪　午前９時～午後５時
会　場 市役所本庁舎４階講堂C
料　金 無料
定　員 ５事業者（先着）
申込み　右記二次元コードから申し込んでください。

中島 綾香
島根県よろず支援拠点

さん

こちらから
申し込めます

相 談 員 相 談 員

付加価値セミナー 問合せ 商工労働課事業支援係
　　　　☎㉕９５０１

このような事業者にオススメ
〇自社にしかない価値を見つけたい
〇ブランディングには興味があるが、
　　　　　何から始めたらいいかわからない　など
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B
ば い

U Y浜田運動

地元（浜田市）産品の購入や、地元の店で買物をすることで、地域内の経済循環をつくり、経済を
活性化させることにより、市民の暮らしを向上させる運動です。
浜田市では、浜田産品が積極的に購入・消費されるよう目指しています。

ば い
浜田のモノを買おう！浜田を応援しよう！

このマークが目印です。

BUY浜田運動
については
こちらからも
見られます

問合せ
　浜田市「BUY浜田運動」推進委員会
　（商工労働課事業支援係）　☎㉕９５０１

～ BUY浜田運動とは～

BUY浜田昼市を開催しました
６月１日㈰にサン・ビレッジ

浜田で行われたベルガロッソい
わみ　ホームゲームイベントに
併せてBUY浜田昼市を開催し、
多くの皆さんの来場がありまし
た。

JPEG
データを
提出
ください

BUY浜田昼市の様子 うみかぜこども園園児・島根県立大学
学生によるBUY浜田ダンス披露

10月にも、市内でBUY浜田
昼市の開催を予定しています。
多くの皆さんの来場をお待ち

しています。

浜田産品取扱店舗を紹介します

市内の一部スーパー
で「BUY浜田運動」
ダンス動画を放映して
います。スーパー エビス

新鮮な季節の野菜や
鮮魚などの多くの浜田
産品を、品揃えも豊富
に陳列しています。

市長日記元気な浜田をつくります （令和７年６月）（令和７年６月）市長日記元気な浜田をつくります

兵庫県で開催された関西浜田会総会に出席しました（６月29日）
2025EXPO大阪･関西万博で石見神楽を
披露する市内の小中高生の壮行式が行わ
れ、激励の言葉を送りました（６月22日）

2025EXPO大阪・関西万博メインホール
で開催された石見神楽特別公演で挨拶を
行いました（６月19日･20日）

石見神楽長澤社中から、「石見神楽長澤社
中伝承プロジェクト100記念事業に係る記
念誌」の寄贈を受けました（６月17日）

１４

旭町市木で開催された「なんっと舞いん
さる！ほーほーほたるこい祭り」に出席
しました（６月14日）

日本海信用金庫の「つなぐ経営塾」発会
式に出席し記念講演を行いました
（６月11日）

全国過疎地域連盟副会長として、全国過
疎地域連盟総会に出席しました
（６月６日）

米軍機騒音対策協議会の会長として、島根県と
合同で防衛省などに米軍機による飛行訓練の中
止などの要望活動を行いました（６月５日）

はまだお魚市場で開催された、山陰浜田
港どんちっちアジ祭りに出席しました
（６月７日）

東京都で開催された全国市長会議に出席
し、永年勤続功労表彰（12年勤続）を受
賞しました（６月４日）

㈱三陽から市内の小中学校の給食へアジ
フライの寄贈を受け、国府小学校で贈呈
式を開催しました（６月２日）

サン・ビレッジ浜田で開催ベルガロッソ

いわみホームゲームが開催され、挨拶を

行いました（６月１日）

広報はまだ：令和７年８月号13



広報はまだ：令和７年８月号

♥Town Topics ま ち の 　 わ だ い ♥Town Topics

往復88ｍの体幹トレーニング!?

家族で梅狩りを楽しむ様子

夢中になって玉入れをする参加者

地元団体「みつばくらぶ」によるソーラン節の演技

　６月８日㈰、木田暮らしの学校で、「元祖雑巾がけタイムトラ
イアルレース」が行われました。
　明治４年創立の木造校舎である旧木田小学校で、地域ににぎ
わいを持たせようと木田地区振興協議会が企画し、世代・男女
別８部門と５人一組のリレーによる団体の部に、延べ73人が参
加し、板張りの廊下でタイムを競いました。
　手足で体重を支える姿勢での滑走には全身の筋肉を使うため、
ゴールを駆け抜けた選手の表情は、皆、達成感に満ちて、会場
は一体感に包まれていました。

　６月８日㈰、弥栄小学校校庭で弥栄町運動会が開催されまし
た。弥栄体育協会と、やさかこども園の共催で約150人が参加し
ました。心配された雨も降らず、園児たちのかけっこやダンス
で幕を開けました。パン食い競争や玉入れで世代間の交流も深
まり、地域の人たちの貴重な交流の場となりました。
　お昼には、地元グループがふるまったちらし寿司やお子様弁
当を囲み、和やかに昼食を楽しみました。
　参加者からは、「子どもたちの笑顔に元気をもらえた。来年も
ぜひ参加したい」と喜びの声が聞かれました。

　６月７日㈯、三隅梅林公園で「三隅の梅狩り」が開催されま
した。この催しは、昭和47年に植栽された「豊後」、「鶯

おうしゅく

宿」、「小
梅」などの７品種、約1,000本の梅の木の収穫時期に併せて、公
園を一般に開放し、開催しているものです。
　当日は天候にも恵まれ、市内外から家族連れなど約700人が訪
れ、香り豊かな梅の実に手を伸ばし、一つ一つ丁寧に、袋いっ
ぱい収穫していました。
　参加者は、「梅酒や梅シロップを作って、家族に贈りたい」と
満足そうに話していました。

　５月24日㈯、杵束まちづくりセンターで、同センターが主催
する「泥落とし」が開催されました。当日は雨天のため室内開
催となりましたが、約110人が来場しました。
　「泥落とし」は田植えが無事終わったことに感謝し、豊作を祈
願するもので、このイベントのオープニングでも「田囃子」が
舞われました。そのほか、参加型アトラクションとして苗を正
確に投げる「苗さばき」が行われたり、朴

ほお

の葉むすびなど、地
域ならではの軽食が販売され、多くの参加者が最後までイベン
トを楽しんでいました。

ザ、雑巾ダッシュ
～ 元祖雑巾がけタイムトライアルin木田 ～

あさひ

初夏の訪れと自然の恵みを楽しむ
～ 三隅の梅狩り ～

みすみ

笑顔と絆で大成功！
～ 弥栄町運動会 ～

やさか

地域ならではの温かいイベント
～ 杵束まつり　泥落とし ～

やさか

気合いを入れて、掛け声をかける児童

説明に聞き入る参加者

　６月19日㈭、波佐小学校の１年生から４年生の児童が農業体
験学習で玉ねぎの収穫をしました。
　農事組合法人ひやころう波佐の玉ねぎ畑で、組合長の岡本利
道さんから収穫方法を説明してもらった後、「がんばって掘る
ぞー、オー」とみんなで気合いを入れ、収穫を始めました。
　児童たちは大きく育った玉ねぎを、汗を流しながら一生懸命
引き抜いて収穫していきました。収穫後、お土産に頂いた玉ね
ぎを学校に持ち帰り、おいしくいただきました。

　６月14日㈯、「ほたるこい祭り」が市木ふれあい広場で開催さ
れ、県内外から750人を超える来場がありました。
　小雨まじりの天候でしたが、蛍の舞う姿を見ることができ、実
行委員会は安堵の様子で、来場者からは歓喜の声しきりでした。
　今年はスタッフに県立大学生25人の協力を得て、来場者に、来
年の自分へ宛てた蛍の飛翔を知らせるハガキを書いてもらった
り、空き家活用を模索中の元バス停駅舎の愛称を募集しました。
　地域の魅力を伝える企画が組み込まれ、雪合戦と双璧をなす
毎年恒例の市木の初夏のイベントは大盛況となりました。

　６月11日㈬、美又まちづくりセンターで「地域で 小さく ち
いとずつ 竹と経済の循環を目指して」と題し、あさひひまわり
工房の土屋正隆さんを講師に招き、ふるさと学習会が開催され
ました。
　厄介者扱いされる竹をひとつの資源と捉え、竹林整備による
獣害対策、竹炭・竹チップへの加工利用及び幼竹を使った純国
産メンマの製造といった活用方法により、有益な産物に変えて
いく取組を紹介しました。講演後、参加者には浜田産の幼竹を
使ったメンマがふるまわれました。

みんなで玉ねぎ収穫
～ 波佐小学校農業体験学習 ～

かなぎ

ほ～たるこい、み～んなこい
～ なんっと舞いんさる！ほーほーほたるこい祭り ～

あさひ

地域で 小さく ちいとずつ 竹と経済の循環を目指して
～ ふるさと学習会 ～

かなぎ

屋外ブースでは地元有志や県大生の屋台で大にぎわい

参加者全員でサツマイモの苗を植える様子

　６月13日㈮、シルバー人材センターとれんげ保育園の交流会
として、サツマイモの苗植えが行われました。この取組は、シ
ルバー人材センターが実施する「シルバー農園事業」の一環で、
サツマイモの苗植えから収穫までを行うものです。
　当日は、参加者全員で苗を植えた後、グミの木やカブトムシ
の観察など、自然に触れる遊びも楽しみました。
　参加した園児たちは「楽しかった！」と元気いっぱいに喜ん
でいました。園児が植えた苗が無事に成長することを願うとと
もに、秋に成長したサツマイモを収穫する様子が楽しみです。

サツマイモの苗を植えたよ！
～ シルバー人材センターと保育園児の共同作業 ～

はまだ
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子
育
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健
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保
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金

人
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教
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ポ
ー
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

1617 広報はまだ：令和７年８月号

安
全
安
心

地
震
・
風
水
害
や
武
力
攻
撃
な
ど

の
災
害
時
に
、
国
か
ら
送
ら
れ
て
く

る
緊
急
情
報
を
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
に
よ
っ
て
伝

達
す
る
た
め
の
全
国
一
斉
情
報
伝
達

試
験
を
行
い
ま
す
。

こ
の
試
験
で
は
、
市
内
全
て
の
防

災
行
政
無
線
か
ら
放
送
が
流
れ
る
ほ

か
、
防
災
防
犯
メ
ー
ル
、
浜
田
市
公

式
L
I
N
E
な
ど
か
ら
試
験
電
文

メ
ー
ル
が
配
信
さ
れ
ま
す
。

試
験
日
時

８
月
20
日
㈬

午
前
11
時
頃

防
災
行
政
無
線
放
送
内
容

「
こ
れ
は
、
J
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス

ト
で
す
」
×
３
回

「
こ
ち
ら
は
防
災
浜
田
市
で
す
」

※

前
後
に
チ
ャ
イ
ム
音
が
鳴
り
ま

す
。

メ
ー
ル
・
L
I
N
E
な
ど
の
内
容

「
件
名：全
国
一
斉
情
報
伝
達
試
験
」

「
本
文
：
こ
れ
は
、
J
ア
ラ
ー
ト

の
テ
ス
ト
で
す
」

問
合
せ

防
災
安
全
課
防
災
安
全
係

☎
㉕
９
１
２
２

J
ア
ラ
ー
ト
全
国
一
斉
情
報

伝
達
試
験
を
行
い
ま
す

消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度

を
ご
存
知
で
す
か

消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
と
は

浜
田
市
消
防
団
に
在
籍
す
る
従
業

員
が
多
数
勤
務
し
て
い
る
事
業
所
や
、

消
防
団
の
活
動
に
積
極
的
に
協
力
し

て
い
る
事
業
所
を
、「
消
防
団
協
力

事
業
所
」
と
し
て
認
定
す
る
制
度
で

す
。
認
定
を
受
け
た
事
業
所
に
は
、

そ
の
証
と
し
て
表
示
証
が
交
付
さ
れ

ま
す
。

協
力
事
業
所
の
基
準
は

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

に
協
力
事
業
所
と
し
て
認
定
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
2
年
以
上
浜
田
市
消
防
団
に
在
籍

し
て
い
る
従
業
員
の
数
が
下
表
の

基
準
を
満
た
す
こ
と

協力事業所の認定基準
従業員の数 浜田市消防団に在籍している人数又は割合

20人未満 ２人以上

20人以上100人未満 従業員の数の10％以上又は５人以上

100人以上500人未満 従業員の数の５％以上又は15人以上

500人以上 従業員の数の３％以上

②
従
業
員
が
行
う
浜
田
市
消
防
団
の

活
動
に
積
極
的
に
配
慮
し
て
い
る

こ
と

③
災
害
時
な
ど
に
事
業
所
の
資
機
材

な
ど
を
浜
田
市
消
防
団
に
提
供
す

る
と
し
て
い
る
こ
と

④
従
業
員
に
よ
る
機
能
別
消
防
分
団

を
設
置
し
て
い
る
こ
と

⑤
そ
の
ほ
か
浜
田
市
消
防
団
の
活
動

に
協
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域

に
お
け
る
消
防
防
災
力
の
充
実
、

強
化
な
ど
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と

表示マーク表示証

問
合
せ

消
防
本
部
警
防
課
消
防
団
係

☎
㉕
５
１
６
７

こ
の
制
度
に
よ
り
、
消
防
団
員
が

活
動
し
や
す
い
環
境
の
整
備
と
、
そ

の
加
入
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
認
定
を
受
け
た
事
業
所
は
、

表
示
証
を
事
務
所
へ
掲
示
す
る
こ
と

や
表
示
マ
ー
ク
を
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な

ど
に
掲
載
す
る
こ
と
に
よ
り
、
企
業

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

認
定
を
受
け
る
に
は

認
定
を
受
け
る
に
は
、
消
防
団
協

力
事
業
所
認
定
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
次
の
書
類
を
添
え
て
消

防
本
部
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
会
社
案
内
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど

②
取
組
内
容
が
具
体
的
に
分
か
る
書
類

③
そ
の
ほ
か
審
査
に
必
要
な
書
類

※

認
定
を
行
う
時
期
は
、
４
月
、

８
月
、
12
月
の
年
３
回
で
す
。

※

認
定
の
有
効
期
間
は
、
認
定
を

受
け
た
日
か
ら
２
年
間
で
す
。

※

取
組
内
容
と
継
続
の
意
思
を
確

認
し
た
上
で
、
認
定
の
更
新
が
で

き
ま
す
。

新
た
に
認
定
さ
れ
た
事
業
所

令
和
７
年
４
月
に
新
た
に
１
事
業

所
を
認
定
し
、
全
部
で
27
事
業
所
が

認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

島
根
総
合
設
備
㈱

９
月
９
日
は

「
救
急
の
日
」
で
す

救
急
業
務
や
救
急
医
療
体
制
を
正

し
く
理
解
し
て
も
ら
い
、
よ
り
一
層

の
救
命
率
向
上
を
図
る
た
め
、
毎
年

９
月
９
日
を
「
救
急
の
日
」、
こ
の

日
を
含
む
１
週
間
（
９
月
７
日
㈰
〜

13
日
㈯
）
を
「
救
急
医
療
週
間
」
と

し
、
全
国
的
に
普
及
啓
発
運
動
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
救
急
の
日
」
及
び
「
救
急
医
療

週
間
」
を
通
じ
て
、
救
急
車
の
正
し

い
利
用
方
法
や
、
家
庭
で
の
事
故
の

予
防
、
家
庭
で
で
き
る
応
急
手
当
に

つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

救
急
受
診
ア
プ
リ
の
紹
介

救
急
車
を
呼
ぶ
か
、
様
子
を
見
る

べ
き
か
判
断
に
迷
う
こ
と
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
に
役
立
つ
、

全
国
版
救
急
受
診
ア
プ
リ（
愛
称「
Q

助
」）が
配
信
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

救
命
講
習
の
案
内

子
ど
も
に
対
す
る
応
急
手
当
講
習

日
時

９
月
７
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
12
時
30
分

場
所

消
防
本
部
大
会
議
室

定
員

20
人
程
度

料
金

無
料

AEDマップは
こちらから
見られます

端末の
画面イメージ

全国版救急受診　
アプリはこちら
から入れます

使
用
方
法

左
記
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
込

み
「
お
気
に
入
り
」
な
ど
に
登
録
し

て
使
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
位
置

情
報
（
G
P
S
機
能
）
を
O
N
に
す

る
と
、
自
分
や
A
E
D
の
位
置
情

報
、
設
置
事
業
所
の
情
報
や
目
標
ま

で
の
経
路
を
示
し
ま
す
。

問
合
せ

消
防
本
部
警
防
課
救
急
企

画
係

☎
㉕
５
１
６
７

近
く
の
A
E
D
を
探
す

目
の
前
で
人
が
倒
れ
た
場
合
、
近

く
の
A
E
D
を
探
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。
A
E
D
マ
ッ
プ
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
に
あ
ら
か
じ
め
登
録
し

て
お
け
ば
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
便

利
で
す
。

生
活
・
環
境

犬
・
猫
は
正
し
く

飼
い
ま
し
ょ
う

犬
・
猫
に
関
す
る
苦
情
や
相
談
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
を
飼

う
人
は
周
り
へ
の
気
配
り
を
忘
れ
ず

に
、
最
後
ま
で
責
任
と
愛
情
を
も
っ

て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

犬
を
飼
っ
て
い
る
人
は･･･

近
所
へ
の
心
配
り
が
大
切
で
す

苦
情
や
相
談
で
多
い
の
は
、
フ

ン
・
尿
の
放
置
、
放
し
飼
い
、
鳴
き

声
な
ど
に
関
す
る
も
の
で
す
。
法
律

や
マ
ナ
ー
を
守
り
、
き
ち
ん
と
し
つ

け
を
し
ま
し
ょ
う
。

大
人
に
対
す
る
応
急
手
当
講
習

日
時

９
月
13
日
㈯

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
12
時
30
分

場
所

消
防
本
部
大
会
議
室

定
員

20
人
程
度

料
金

無
料

※

受
講
者
に
は
修
了
証
を
交
付
し

ま
す
。

※

当
日
は
、
マ
ス
コ
ミ
に
よ
る
取

材
や
消
防
本
部
S
N
S
上
に
公
開

す
る
写
真
を
撮
影
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
取
材
や
写
真
撮
影
が
難

し
い
人
は
事
前
に
お
伝
え
く
だ
さ

い
。

問
合
せ

浜
田
消
防
署
救
急
第
一

係
・
救
急
第
二
係

☎
㉒
1
２
２
９

散
歩
中
の
フ
ン
・
尿
の
後
始
末
を
し

ま
し
ょ
う

犬
の
散
歩
の
際
は
、
ビ
ニ
ー
ル
袋

な
ど
を
持
参
し
、
フ
ン
は
必
ず
持
ち

帰
り
、
始
末
し
て
く
だ
さ
い
。

尿
に
つ
い
て
は
、
電
信
柱
な
ど
に

放
尿
さ
せ
る
と
、
悪
臭
の
発
生
や
不

衛
生
で
不
快
に
感
じ
る
人
が
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
に
入
れ
た
水
や
消
毒
液
な
ど
で
十

分
洗
い
流
し
た
り
、
ペ
ッ
ト
シ
ー
ツ

を
携
帯
し
て
吸
い
取
る
な
ど
し
て
く

だ
さ
い
。「
や
わ
ら
か
い
フ
ン
」
に

つ
い
て
も
、
フ
ン
を
回
収
後
、
水
で

汚
れ
を
十
分
洗
い
流
す
な
ど
し
て
く

だ
さ
い
。

必
ず
リ
ー
ド
を
つ
け
ま
し
ょ
う

散
歩
は
、
犬
を
抑
え
ら
れ
る
人
が

連
れ
て
行
き
、
決
し
て
離
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。
放
し
飼
い
は
法
律
な
ど

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
ま

し
ょ
う

飼
い
主
に
は
犬
の
生
涯
に
１
回
の

登
録
と
、
毎
年
１
回
４
月
か
ら
６
月

の
間
に
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ

せ
る
こ
と
が
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

猫
を
飼
っ
て
い
る
人
は･･･

屋
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う

猫
の
フ
ン
や
尿
で
困
っ
て
い
る
と

い
っ
た
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
猫

の
生
活
環
境
を
整
え
れ
ば
屋
内
で
飼

育
す
る
こ
と
が
で
き
、
周
辺
へ
迷
惑

を
か
け
ず
に
済
み
ま
す
。
ま
た
、
事

故
や
感
染
症
か
ら
猫
を
守
り
、
迷
子

防
止
に
な
り
ま
す
。

繁
殖
制
限
手
術
を
し
ま
し
ょ
う

毎
年
多
く
の
猫
が
生
ま
れ
殺
処
分

さ
れ
て
い
ま
す
。
妊
娠
を
望
ま
な
い

の
で
あ
れ
ば
、
繁
殖
制
限
手
術
を
受

け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
市
で
は
猫
の
繁

殖
制
限
手
術
費
用
の
補
助
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

飼
い
主
の
い
な
い
猫
は･･･

野
良
猫
へ
の
餌
や
り
や
、
そ
の
猫

の
フ
ン
・
尿
な
ど
に
関
す
る
苦
情
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
猫

を
迷
惑
な
存
在
だ
か
ら
と
い
っ
て
捕

獲
や
処
分
は
で
き
ま
せ
ん
。

猫
の
こ
と
を
本
当
に
思
う
の
で
あ

れ
ば
、
む
や
み
に
餌
を
与
え
な
い
で

く
だ
さ
い
。
餌
を
与
え
る
の
で
あ
れ

ば
、
飼
い
主
と
し
て
の
自
覚
を
持
っ

て
飼
育
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

☎
㉕
９
４
２
０
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1819 広報はまだ：令和７年８月号

有

料

広

告

広
告
募
集
中

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

８月側溝消毒予定表

日 曜 場　所

25 月 日脚町２～６・８

26 火 唐鐘１～９

27 水 国分町１～３、唐鐘10・11、
下府町４～６・８

28 木 下府町１～３・６ー１、上府町伊甘

※　週４日（月～木曜日）の作業です。
※　雨天などにより中止した場合、金曜日に実施する
ことがあります。

「
細
菌
」
が
原
因
と
な
る
食
中
毒

は
、
夏
場
に
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

そ
の
原
因
と
な
る
細
菌
の
代
表
的
な

も
の
は
、
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
（O

１
５
７
、O

１
１
１
な
ど
）
や
カ

ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
、
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌

な
ど
で
す
。
食
中
毒
予
防
の
3
原
則

を
守
っ
て
健
康
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

食
中
毒
予
防
の
3
原
則

食
中
毒
の
原
因
を
「
つ
け
な
い
・
増

や
さ
な
い
・
や
っ
つ
け
る
」

つ
け
な
い

・
石
け
ん
と
流
水
で
丁
寧
に
手
を
洗

い
、
調
理
器
具
は
使
用
の
都
度
き

れ
い
に
洗
い
ま
し
ょ
う
。

食
中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

・
焼
肉
な
ど
で
は
、
生
の
肉
を
つ
か

む
箸
と
焼
け
た
肉
を
つ
か
む
箸
は

別
の
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
食
品
を
保
管
す
る
時
に
は
、
密
封

容
器
に
入
れ
た
り
、
ラ
ッ
プ
を
掛

け
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

増
や
さ
な
い

・
食
べ
物
に
付
着
し
た
菌
を
増
や
さ

な
い
た
め
に
は
、
低
温
で
保
存
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
肉
や
魚
な

ど
の
生
鮮
食
品
や
惣
菜
な
ど
は
、

購
入
後
、
で
き
る
だ
け
早
く
冷
蔵

庫
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

・
冷
蔵
庫
に
入
れ
て
も
細
菌
は
ゆ
っ

く
り
と
増
殖
す
る
の
で
、
温
度
管

理
に
気
を
付
け
、
早
め
に
食
べ
切

り
ま
し
ょ
う
。

早
め
に
計
画
し
ま
し
ょ
う

し
尿
収
集
の
お
盆
休
み

お
盆
の
し
尿
収
集
業
務
は
、
次
の

期
間
休
み
と
な
り
ま
す
。

浜
田

・
㈲
浜
田
浄
化
セ
ン
タ
ー

☎
㉒
０
３
３
７

８
月
14
日
㈭
〜
16
日
㈯

・
門
田
産
業
㈲

☎
㉒
３
３
２
２

８
月
13
日
㈬
〜
15
日
㈮

金
城

・
㈲
ダ
イ
ヤ
環
境
衛
生

☎
㉓
１
１
６
９

８
月
12
日
㈫
〜
16
日
㈯

金
城
・
旭
・
弥
栄

・
㈲
江
津
衛
生
公
社

☎
０
８
５
５
52
４
０
０
０

８
月
14
日
㈭
〜
16
日
㈯

三
隅

・
㈲
石
見
環
境
整
備

☎
32
０
０
０
３

８
月
14
日
㈭
〜
15
日
㈮

問
合
せ

環
境
課
廃
棄
物
衛
生
係

☎
㉕
９
４
３
０

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
関
係

手
続
の
た
め
の
休
日
窓
口
を

開
設
し
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
取
、

申
請
サ
ポ
ー
ト
、
電
子
証
明
書
の
更

新
手
続
の
た
め
の
休
日
窓
口
を
開
設

し
ま
す
。
平
日
の
受
付
時
間
内
で
の

来
庁
が
困
難
な
場
合
は
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

開
設
日

８
月
24
日
㈰

受
付
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

受
付
窓
口

市
役
所
本
庁
舎
１
階
総
合
窓
口
課

注
意
事
項

・
本
庁
舎
の
み
で
の
実
施
で
す
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
関
係
以
外

の
手
続
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
当
日
の
混
雑
状
況
に
よ
っ
て
、
お

待
た
せ
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

総
合
窓
口
課
総
合
窓
口
係

☎
㉕
９
４
０
０ マイナンバー

カードの詳細は
こちらから
見られます

環 境 コラムコラム

きれいな海と生態系を守ろう

　地球の約７割は海と言われており、そこには多くの生き物が棲んでいます。
　私たちは陸に住んでいますが、海に助けられ、また、海で生まれた資源を消費して生きています。
　しかし、私たち人間のこれまでの活動により、海が汚染され続け、深刻な状況に陥っています。
　過去には、海岸に打ち上げられたクジラの胃から40㎏ものビニール袋が出てきたというニュース
がありました。クジラだけではなく、ウミガメやイルカ、海鳥なども海に漂流しているビニール袋
などを食べたり、プラスチック製の袋や網が体にからんで傷つき、死んでしまう例が多く報告され
ています。
　「捨てればごみ、分ければ資源」と言われますが、プラスチックもきちんと分別すれば資源として
リサイクルできます。プラスチックの4R（リフューズ・リデュース・リユース・リサイクル）を更
に進め、プラスチックを有効に利用することで、海のプラスチックごみも減らすことができるはず
です。

プラスチックごみが海の生き物の脅威に!!

プラスチックごみを減らす行動
○マイバックを持参し、レジ袋はもらわない。
○マイボトルを持ち歩き、プラスチックのカップなどを減らす。
○スーパーなどで食品を小分けにするポリ袋の使用を減らす。
○詰め替え用ボトルなど繰り返し使えるものを選ぶ。
〇海・川・山のレジャーで出たごみは家に持ち帰って処分する。
〇ごみは所定の場所・時間に分別して出す。

・リフューズ～ごみになるものを受け取らない。
・リデュース～ごみになるものを減らす。
・リユース～繰り返し使う。
・リサイクル～再利用する。

や
っ
つ
け
る

・
調
理
器
具
は
煮
沸
消
毒
や
漂
白
剤

で
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

・
食
品
は
、
中
心
部
の
温
度
75
℃
で
、

１
分
以
上
加
熱
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

ア
ニ
サ
キ
ス
食
中
毒
に
注
意
し
ま

し
ょ
う

生
鮮
魚
介
類
に
寄
生
し
た
ア
ニ
サ

キ
ス
幼
虫
（
寄
生
虫
）
に
よ
る
食
中

毒
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
主
に
サ

バ
・
ア
ジ
・
カ
ツ
オ
・
イ
カ
な
ど
の

魚
介
類
の
内
臓
に
寄
生
し
て
い
ま
す

が
、
魚
介
類
が
死
亡
す
る
と
内
臓
か

ら
身
（
筋
肉
）
に
移
動
す
る
た
め
、

刺
身
な
ど
の
生
で
食
べ
る
料
理
の
際

は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

予
防
の
ポ
イ
ン
ト

・
新
鮮
な
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

丸
ご
と
1
匹
購
入
し
た
際
は
、
す

ぐ
に
内
臓
を
取
り
除
い
て
く
だ
さ

い
。

・
内
臓
を
生
で
食
べ
な
い
で
く
だ
さ

い
。

・
目
視
で
確
認
し
て
、
ア
ニ
サ
キ
ス

幼
虫
が
い
た
場
合
は
除
去
し
ま

し
ょ
う
。

・
ア
ニ
サ
キ
ス
幼
虫
は
酢
漬
け
や
塩

漬
け
で
は
死
滅
し
ま
せ
ん
。

問
合
せ

環
境
課
廃
棄
物
衛
生
係

☎
㉕
９
４
３
０

令
和
６
年
度
に
国
の
電
源
立
地
地

域
対
策
交
付
金
事
業
を
活
用
し
て
、

浜
田
市
生
活
路
線
バ
ス
「
三
隅
路

線
」
の
車
両
を
更
新
し
ま
し
た
。

生
活
路
線
バ
ス
車
両
整
備
事
業

総
事
業
費

１
０
９
３
万
円

（
交
付
金
額

７
５
１
万
円
）

生
活
路
線
バ
ス
の
車
両
を

更
新
し
ま
し
た

生活路線バス「三隅路線」
ひゃこるバス

問
合
せ

政
策
企
画
課
企
画
係

☎
㉕
９
２
０
０

問合せ　環境課くらしと環境係　☎㉕９４２０

問合せ　環境課廃棄物衛生係　☎㉕９４３０
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2021 広報はまだ：令和７年８月号

住

宅

建
物
を
建
て
よ
う
と
す
る
場
合

に
、
建
築
確
認
申
請
の
手
続
が
必
要

だ
と
い
う
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
。

都
市
計
画
区
域
内
で
建
物
を
建
て

る
（
10
㎡
以
下
の
増
改
築
を
除
く
）

と
き
は
、
建
築
基
準
法
に
よ
り
工
事

に
着
手
す
る
前
に
「
建
築
確
認
申
請

書
」
を
提
出
し
、
確
認
済
証
の
交
付

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
手
続
は
、
都
市
計
画
区
域
外

の
一
定
規
模
以
上
な
ど
の
建
物
や
、

準
防
火
地
域
内
の
10
㎡
以
下
の
建
物

で
も
必
要
で
す
。

住
宅
な
ど
を
新
築
し
、
完
了
検
査

を
受
け
た
後
に
、
こ
れ
に
附
属
し
た

簡
易
な
物
置
や
物
干
場
を
建
て
る
場

合
も
同
様
の
手
続
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

手
続
を
し
な
い
で
工
事
を
す
る

と
、
建
築
基
準
法
違
反
と
な
り
、
是

正
の
指
導
や
命
令
な
ど
を
受
け
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

建
物
を
建
て
る
と
き
に
は

届
出
が
必
要
で
す

※

右
図
の
よ
う
な
簡
易
な
物
干
場

な
ど
で
も
前
記
の
条
件
で
あ
れ
ば

申
請
が
必
要
で
す
。

建
築
工
事
届
の
提
出
が
必
要
で
す

10
㎡
を
超
え
る
建
物
を
新
築
・
増

築
・
改
築
・
移
転
す
る
場
合
に
は
、

都
市
計
画
区
域
外
の
建
物
で
も
、
建

築
工
事
届
の
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
木
造
戸
建

住
宅
な
ど
の
建
築
確
認
手
続
が
見
直

さ
れ
ま
し
た

「
建
築
確
認
」
が
必
要
な
対
象
範

囲
が
拡
大
さ
れ
、
階
数
2
以
上
又
は

延
べ
面
積
２
０
０
㎡
超
の
木
造
戸
建

住
宅
な
ど
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
建

築
確
認
が
必
要
で
な
か
っ
た
都
市
計

画
区
域
外
で
も
手
続
が
必
要
と
な
り

ま
し
た
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

建
築
住
宅
課
指
導
係

☎
㉕
９
６
３
２

建築確認を要する可能性
のある箇所（イメージ図）

「
住
ま
い
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
」
は
家
系
図
や
建
物
・
土
地
の
所

有
の
状
況
に
加
え
、
こ
れ
ら
を
将
来

ど
う
し
た
い
か
な
ど
の
情
報
を
記
入

で
き
る
も
の
で
す
。

空
き
家
に
な
る
前
に
、
家
族
で
住

ま
い
の
将
来
を
考
え
る
き
っ
か
け
と

す
る
ほ
か
、住
ま
い
の「
活い

か
し
方
」

「
し
ま
い
方
」
に
関
す
る
制
度
や
手

続
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
活
用

し
て
く
だ
さ
い
。

配
布
場
所

・
建
築
住
宅
課
空
き
家
対
策
室

（
北
分
庁
舎
３
階
）

・
市
役
所
本
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

・
各
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

「
住
ま
い
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
」
を
活
用
し
て
く
だ

さ
い

こちらから
ダウンロード
もできます

産

業

地
域
活
性
化

農
業
者
年
金
は
農
業
従
事
者
の
た
め

の
年
金
で
す

農
業
者
年
金
は
、
農
業
者
が
よ
り

豊
か
な
老
後
生
活
を
過
ご
せ
る
よ
う
、

国
民
年
金
に
上
乗
せ
さ
れ
る
公
的
な

年
金
制
度
で
す
。

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
国
民
年
金

の
第
1
号
被
保
険
者
で
、
年
間
60
日

以
上
農
業
に
従
事
し
て
い
る
人
で
あ

れ
ば
、
ど
な
た
で
も
加
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
（
国
民
年
金
の
任
意
加

入
者
に
つ
い
て
は
65
歳
ま
で
加
入
で

き
ま
す
）。

加
入
者
本
人
で
年
金
原
資
を
積
み
立

て
る
確
定
拠
出
型
年
金
で
す

自
分
で
積
み
立
て
る
た
め
、
加
入

者
・
受
給
者
の
数
に
よ
っ
て
、
年
金

額
が
影
響
さ
れ
な
い
安
定
し
た
年
金

制
度
で
す
。

保
険
料
は
生
活
設
計
に
合
わ
せ
て
設

定
で
き
ま
す

保
険
料
は
、
加
入
者
が
自
由
に
選

択
で
き
ま
す
。
月
額
最
低
２
万
円
か

ら
最
高
６
万
７
千
円
ま
で
千
円
単
位

で
の
設
定
が
で
き
、
収
入
の
状
況
な

ど
に
応
じ
て
保
険
料
の
増
・
減
額
も

で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
一
定
の
要
件

を
満
た
す
人
に
つ
い
て
は
、
月
額
最

低
1
万
円
か
ら
加
入
で
き
る
よ
う
に

農
業
者
年
金
を

　
　
　
　
ご
存
じ
で
す
か

な
り
ま
し
た
。

80
歳
ま
で
の
保
障
が
つ
い
た
終
身
年

金
で
す

加
入
者
が
80
歳
前
に
死
亡
し
た
場

合
、
80
歳
ま
で
に
受
け
取
れ
る
は
ず

で
あ
っ
た
年
金
額
に
相
当
す
る
金
額

が
、
死
亡
一
時
金
と
し
て
遺
族
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
㉕
９
８
２
０

市
民
協
働
活
性
化
支
援
補
助
金

の
申
請
受
付
を
終
了
し
ま
す

市
民
が
主
体
的
に
参
画
し
て
行
う

ま
ち
づ
く
り
事
業
を
支
援
す
る
「
市

民
協
働
活
性
化
支
援
補
助
金
」
は
、

令
和
7
年
度
の
予
算
枠
が
残
り
わ
ず

か
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
今
年
度
の
申
請
受
付

は
、
9
月
30
日
㈫
を
も
っ
て
締
め
切

り
ま
す
。
申
請
を
予
定
し
て
い
る
場

合
は
、
早
め
に
相
談
・
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。

※

す
で
に
事
前
相
談
を
し
た
団
体

も
、
申
請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

問
合
せ

ま
ち
づ
く
り
社
会
教
育
課
地
域
活

性
化
室

☎
㉕
９
２
０
１

農
業
委
員
会
で
は
、
８
月
か
ら
10

月
下
旬
に
か
け
て
、
農
地
利
用
状
況

調
査
（
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
）
を
実
施

し
ま
す
。

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を

　
　
　
　
　
　
行
い
ま
す

浜
田
市
有
害
鳥
獣
捕
獲
対
策
協
議

会
で
は
、
国
の
鳥
獣
被
害
防
止
総
合

対
策
事
業
を
活
用
し
、
集
落
内
の
農

用
地
に
有
害
鳥
獣
（
イ
ノ
シ
シ
・
ニ

ホ
ン
ジ
カ
・
サ
ル
な
ど
）
の
侵
入
を

広
域
的
に
防
止
す
る
防
護
柵
（
ワ
イ

ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
・
電
気
牧
柵
）
の

資
材
を
提
供
し
ま
す
。
提
供
し
た
資

材
の
設
置
・
維
持
管
理
は
、
申
請
団

体
（
集
落
・
営
農
団
体
な
ど
）
で
実

施
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
８
年
度
に
集
落
な
ど
で
資
材

の
提
供
を
希
望
す
る
場
合
は
、
事
前

に
農
林
振
興
課
又
は
各
支
所
産
業
建

設
課
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象

集
落
・
営
農
団
体
な
ど

（
受
益
者
３
戸
以
上
）

要
件

・
防
護
柵
設
置
の
対
象
と
な
る
集
落

内
の
農
用
地
が
30
ア
ー
ル
以
上
あ

り
、
過
去
１
年
以
内
に
農
作
物
に

被
害
が
発
生
し
、
被
害
状
況
が
確

認
で
き
る
こ
と
（
遊
休
農
地
を
除

く
）

・
地
域
ぐ
る
み
で
鳥
獣
被
害
防
止
対

策
に
取
り
組
み
、
浜
田
市
有
害
鳥

獣
対
策
協
議
会
会
長
よ
り
、
鳥
獣

被
害
防
止
モ
デ
ル
集
落
の
認
定
を

受
け
る
こ
と

有
害
鳥
獣
被
害
防
止
の
た
め
の

侵
入
防
護
柵
の

資
材
を
提
供
し
ま
す

・
侵
入
防
護
柵
を
新
規
整
備
す
る
場

合
は
、
野
生
鳥
獣
の
生
息
域
拡
大

を
見
据
え
、
個
々
の
農
用
地
毎
に

囲
う
の
で
は
な
く
、
集
落
内
の
農

用
地
を
広
域
的
に
囲
い
、
効
率

的
・
効
果
的
な
整
備
を
実
施
す
る

こ
と

・
野
生
鳥
獣
を
引
き
付
け
る
農
作
物

残
渣
を
放
置
し
な
い
こ
と
や
、
ほ

場
環
境
を
維
持
す
る
こ
と
な
ど
、

鳥
獣
被
害
の
発
生
要
因
を
減
ら
す

集
落
環
境
管
理
を
行
う
こ
と

申
込
締
切
日

10
月
31
日
㈮

申
込
方
法

次
の
①
〜
③
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、「
設
置
予
定
計
画
平
面
図
」

を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

①
要
望
書
（
様
式
第
１
号
）

②
農
作
物
被
害
状
況
報
告
及
び
被
害

ゼ
ロ
に
向
け
た
実
施
計
画

③
整
備
事
業
被
害
状
況
報
告
書

（
被
害
状
況
現
況
写
真
及
び
位
置
図

添
付
）

※

要
望
書
は
、
農
林
振
興
課
及
び

各
支
所
産
業
建
設
課
に
あ
り
ま
す
。

※

資
材
提
供
は
令
和
８
年
度
の
秋

頃
に
な
り
ま
す
。

※

要
望
が
多
い
場
合
は
、
資
材
が

配
布
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ

・
農
林
振
興
課
林
業
畜
産
係

☎
㉕
９
５
１
０

・
各
支
所
産
業
建
設
課

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
は
農
地
法
に
基

づ
い
て
行
う
も
の
で
、
農
業
委
員
・

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
調
査

員
と
し
て
地
区
の
農
地
を
見
回
る
こ

と
で
、
耕
作
さ
れ
て
い
な
い
農
地
の

有
無
や
、
許
可
を
得
ず
に
農
地
を
農

地
以
外
に
転
用
さ
れ
て
い
な
い
か
な

ど
を
調
査
す
る
も
の
で
す
。

調
査
員
は
調
査
時
に
目
印
と
し
て
、

農
業
委
員
会
の
緑
色
の
帽
子
を
着
用

し
て
い
ま
す
の
で
、
調
査
へ
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
の
結
果
、
耕
作
さ
れ
て
い
な

い
と
思
わ
れ
る
農
地
所
有
者
に
対
し

て
、
今
後
の
利
用
に
つ
い
て
の
意
向

調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
無
断
で
の
農
地
転
用
が
確

認
さ
れ
た
場
合
は
、
農
地
に
戻
す
よ

う
指
導
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

農
地
を
保
有
し
て
い
る
人
は
適
正

な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
㉕
９
８
２
０

水
銀
使
用
製
品
は
燃
や
せ
る

ご
み
に
絶
対
に
出
さ
な
い
で

く
だ
さ
い

水
銀
使
用
製
品
に
つ
い
て
は
、
少

量
で
あ
っ
て
も
可
燃
ご
み
焼
却
場

（
エ
コ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）
に
搬

入
で
き
ま
せ
ん
。
水
銀
使
用
製
品
な

ど
が
燃
や
せ
る
ご
み
に
混
入
す
る
と
、

焼
却
場
が
停
止
し
、
復
旧
に
多
く
の

時
間
と
費
用
が
発
生
し
ま
す
。

安
全
で
安
定
的
な
ご
み
処
理
を
行

う
た
め
、
水
銀
使
用
製
品
な
ど
の
適

正
な
排
出
に
つ
い
て
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

水
銀
使
用
製
品
の
例

水
銀
血
圧
計
、
水
銀
体
温
計
、
水

銀
温
度
計
な
ど
の
水
銀
使
用
製
品

※

封
入
さ
れ
て
い
る
液
体
が
赤
色

又
は
青
色
の
温
度
計
に
は
、
水
銀

は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

捨
て
方

家
庭
か
ら
の
排
出

①
収
集
に
出
す

「
燃
や
せ
な
い
ご
み
」
の
日
に
、

ほ
か
の
燃
や
せ
な
い
ご
み
と
は
別
に

分
け
て
、
危
険
物
・
有
害
物
だ
け
を

透
明
か
半
透
明
の
中
身
が
見
え
る
袋

に
入
れ
て
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

②
回
収
先
に
出
す

回
収
先

・
市
役
所
本
庁
環
境
課

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

・
不
燃
ご
み
処
理
場

事
業
所
な
ど
か
ら
の
排
出

産
業
廃
棄
物
と
し
て
業
者
に
処
理

を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

環
境
課
廃
棄
物
衛
生
係

☎
㉕
９
４
３
０

水銀血圧計水銀体温計水銀温度計

イメージ図

←

問
合
せ

建
築
住
宅
課
空
き
家
対
策
室

☎
㉕
６
３
０
３
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2223 広報はまだ：令和７年８月号

コラムコラム子育て

夏バテを予防して、
元気に夏を乗り切ろう！
子どもは暑くても元気いっぱいに思えますが、実は、大人よりも夏バテになりやすいです。
また、子どもは自分で夏バテの症状に気付きにくいため、保護者が子どもの様子を確認することが

大切です。夏バテの症状や対策を知り、元気に夏を乗り切りましょう。

夏バテの原因は？どうして子どもはなりやすいの？

・食欲低下による栄養不足
・発汗による水分・ミネラル不足
・寝苦しさによる睡眠不足
・温度差による自律神経の乱れ　など

夏バテは、暑さによって次のことが原因で起こると考えられています。

子どもは大人よりも体内の水分割合が大きく、汗などで水分が失われると脱水症状になりやすいです。
　また、外気温に左右されやすく、気温が高いと体温も上がり、体力を奪われやすい傾向にあります。

●症状
　①食欲不振、便秘や下痢などの胃腸不良、やる気
　　がない、不眠、足先や指先が冷たい
　②発熱が２日以上続く、尿の量が普段より少ない、
　　嘔吐・下痢が続く　など
　上記の症状が続く場合は、早めに医療機関を受診
しましょう。

主な症状と対策
●対策
　①エアコンなどの温度調節を適切にする
　　（27～28℃を目安に調整）
　②こまめに水分補給をする
　　（冷たい飲み物は胃腸が弱るのでとり過ぎない）
　③栄養バランスの良い食事をとる
　④早寝早起きし、しっかりと睡眠をとる
　⑤適度な運動で汗をかく

申
込
結
果
の
お
知
ら
せ

※

申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
を

行
い
ま
す
。
結
果
は
、
8
月
下
旬

に
通
知
し
ま
す
。

※

令
和
４
〜
６
年
度
に
助
成
を
受

け
て
い
な
い
人
を
優
先
し
ま
す
。

申
込
期
限

8
月
14
日
㈭
必
着

注
意
事
項

・
受
診
日
に
浜
田
市
国
民
健
康
保
険

の
資
格
を
喪
失
し
て
い
る
場
合

（
75
歳
に
な
り
後
期
高
齢
者
医
療

に
加
入
す
る
人
は
除
く
）
は
受
診

で
き
ま
せ
ん
。

・
同
年
度
内
に
助
成
が
受
け
ら
れ
る

の
は
、
浜
田
市
国
民
健
康
保
険
の

「
脳
ド
ッ
ク
」、「
人
間
ド
ッ
ク
」、

浜
田
市
の
「
巡
回
総
合
ド
ッ
ク
」

の
い
ず
れ
か
一
つ
で
す
。

・
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
装
着
し
て
い

る
人
は
脳
ド
ッ
ク
の
受
診
が
で
き

ま
せ
ん
。

・
閉
所
恐
怖
症
の
人
は
検
査
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
な
ど
、
体
内
に
金

属
製
の
も
の
を
装
着
し
て
い
る
人

は
頭
部
M
R
I
及
び
頭
部
M
R
A

を
受
診
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
か
か
り
つ
け
医

な
ど
に
相
談
の
上
、
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

問
合
せ

保
険
年
金
課
国
保
係　
　

☎
㉕
９
４
１
０

はがきの記入例

国
民
健
康
保
険
「
脳
ド
ッ

ク
」
追
加
募
集
を
行
い
ま
す

浜
田
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
加

入
者
の
健
康
の
保
持
増
進
と
病
気
の

早
期
発
見
を
目
的
と
し
て
脳
ド
ッ
ク

を
受
け
る
人
に
助
成
を
行
い
ま
す
。

対
象
者

次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

①
令
和
７
年
８
月
１
日
現
在
浜
田
市

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
、

10
月
１
日
現
在
74
歳
ま
で
（
昭
和

25
年
10
月
２
日
生
以
降
）
の
人

②
国
民
健
康
保
険
料
に
未
納
が
な
い

こ
と

③
令
和
7
年
度
浜
田
市
国
民
健
康
保

険
脳
ド
ッ
ク
、
人
間
ド
ッ
ク
及
び

浜
田
市
巡
回
総
合
ド
ッ
ク
の
助
成

を
受
け
て
い
な
い
こ
と

④
令
和
７
年
度
浜
田
市
国
民
健
康
保

険
特
定
健
康
診
査
を
受
け
て
い
な

い
こ
と

受
診
医
療
機
関

浜
田
医
療
セ
ン

タ
ー
内
健
診
セ
ン
タ
ー

受
診
期
間

令
和
７
年
10
月
〜
令
和

８
年
１
月
ま
で

※

受
診
日
は
、
市
が
指
定
し
ま
す
。

検
査
内
容

身
体
測
定
、
血
圧
測
定
、

血
液
検
査
、
心
電
図
、
Ｍ
R
I
頭

部
断
層
撮
影
、
Ｍ
Ｒ
Ａ
頭
部
の
血

管
撮
影
な
ど

定
員

80
人
程
度

 （裏）
①住所
②氏名
③生年月日
④連絡先電話番号
⑤受診不可日
（ない場合は「なし」
と記入）

 （表）　〒697-8501

浜田市殿町１番地

浜田市保険年金課

「脳ドック追加募集」係

自
己
負
担
金

１
０
０
０
０
円

申
込
方
法

郵
便
は
が
き
（
85
円
の

も
の
）
に
受
診
希
望
者
の
①
住
所

②
氏
名
③
生
年
月
日
④
連
絡
先
電

話
番
号
⑤
受
診
期
間
の
う
ち
、
受

診
不
可
な
日
（
な
い
場
合
は
「
な

し
」）
を
必
ず
記
入
の
上
、
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。

※

は
が
き
１
枚
で
１
人
の
申
込
み

と
し
ま
す
。

※

同
一
人
が
複
数
の
は
が
き
で
応

募
し
た
場
合
は
、
１
枚
の
み
有
効

と
な
り
ま
す
。

宛
先

〒
６
９
７
‐
８
５
０
１

浜
田
市
殿
町
１
番
地

浜
田
市
役
所
保
険
年
金
課

「
脳
ド
ッ
ク
追
加
募
集
」
係

健
康
・
福
祉

特
別
児
童
扶
養
手
当
及
び
特

別
障
害
者
手
当
等
の

令
和
７
年
度
所
得
状
況
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

特
別
児
童
扶
養
手
当
及
び
特
別
障

害
者
手
当
等
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、

前
年
中
の
所
得
な
ど
の
状
況
を
届
け

出
て
、
翌
年
7
月
ま
で
の
手
当
の
支

給
の
要
否
の
認
定
を
受
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
届
出
を
し
な
い
と
、
受
給
資

格
が
あ
っ
て
も
、
引
き
続
き
手
当
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

該
当
す
る
人
に
は
個
別
に
案
内
し
ま

す
の
で
、
期
間
内
に
届
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
転
居
な
ど
支
給
要
件
に
変

更
が
あ
っ
た
場
合
は
忘
れ
ず
に
14
日

以
内
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

届
出
期
間

8
月
12
日
㈫
〜
9
月
11
日
㈭

特
別
児
童
扶
養
手
当

※

受
給
者
本
人
の
単
身
赴
任
な
ど

で
、
受
給
者
と
対
象
児
童
が
別
居

し
て
い
る
場
合
は
、「
別
居
監
護

事
実
に
つ
い
て
の
確
認
願
書
」
に

居
住
地
域
の
民
生
委
員
の
証
明
を

受
け
、
ほ
か
の
必
要
書
類
と
併
せ

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

対
象
児
童
が
養
護
学
校
の
寄
宿

舎
に
入
寮
し
、
受
給
者
と
別
居
し

て
い
る
場
合
は
、
在
舎
証
明
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

子

育

て

児
童
扶
養
手
当
は
、
市
内
に
住
所

を
有
し
、
支
給
要
件
に
該
当
す
る
児

童
（
18
歳
に
な
っ
た
年
度
の
3
月
31

日
を
迎
え
る
ま
で
の
児
童
又
は
20
歳

未
満
で
政
令
で
定
め
る
程
度
の
障
が

い
の
状
態
に
あ
る
児
童
）
を
監
護
す

る
父
又
は
母
、
も
し
く
は
父
母
に
代

わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

人
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。
ま
た
、

公
的
年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い
る
人

で
、
年
金
額
が
児
童
扶
養
手
当
よ
り

低
い
人
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
要
件
（
対
象
児
童
）

・
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

・
父
又
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

・
父
又
は
母
が
政
令
で
定
め
る
程
度

の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
児
童

・
父
又
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な

い
児
童

・
父
又
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ
Ｖ

保
護
命
令
を
受
け
た
児
童

・
そ
の
ほ
か
、
前
記
に
準
ず
る
状
態

に
あ
る
児
童
で
政
令
で
定
め
る
も

の
※

父
又
は
母
が
事
実
上
婚
姻
関
係

に
あ
る
場
合
な
ど
は
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。

児
童
扶
養
手
当
に
関
す
る

お
知
ら
せ

支
給
月
額
（
児
童
１
人
の
場
合
）

全
部
支
給

４
６
６
９
０
円

一
部
支
給

４
６
６
８
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
１
１
０
１
０
円

※

支
給
額
は
、
支
給
対
象
者
の
所

得
額
に
応
じ
て
異
な
り
、
所
得
制

限
も
あ
り
ま
す
。

※

児
童
が
２
人
以
上
の
場
合
な
ど
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
を
忘
れ
ず

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る

人
は
、
毎
年
８
月
１
日
現
在
の
状
況

を
８
月
中
に
届
け
出
て
、
受
給
資
格

を
更
新
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
届
出
を
し
な
い
と
、
受
給
資
格
が

あ
っ
て
も
引
き
続
き
手
当
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
届
出
を
せ
ず
に
２
年
を
経

過
す
る
と
、
時
効
に
よ
り
手
当
を
受

け
る
資
格
が
な
く
な
り
ま
す
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
該
当
す
る
人
に

は
、
７
月
末
に
個
人
通
知
を
し
て
い

ま
す
。

届
出
期
間

８
月
１
日
㈮
〜
29
日
㈮

問
合
せ

・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
課
子
ど
も

政
策
係

☎
㉕
９
３
３
１

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

問合せ　子ども・子育て支援課
　　　　子育て支援係　☎㉒１２５３

届
出
・
問
合
せ

・
地
域
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

☎
㉕
９
３
２
２

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

令
和
７
年
度
各
種
健
（
検
）

診
日
程
表
の
記
載
内
容
を

訂
正
し
ま
す

広
報
は
ま
だ
４
月
号
と
同
時
に
配

布
し
た「
令
和
７
年
度
各
種
健（
検
）

診
日
程
表
」
の
記
載
内
容
に
一
部
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
い
た

し
ま
す
。

訂
正
箇
所

胃
が
ん
検
診
（
３
ペ
ー
ジ
）

訂
正
内
容

左
記
表
の
と
お
り

（誤）
実施日 受付時間 会場名

11月25日㈫
 8：00～11：00

中央図書館
13：00～14：00

（正）
実施日 受付時間 会場名

11月25日㈫
 9：00～11：00

中央図書館
13：00～14：00

問
合
せ

健
康
医
療
対
策
課
健
康
づ

く
り
係

☎
㉕
９
３
１
１



広報はまだ：令和７年８月号

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

2425 広報はまだ：令和７年８月号

歯
周
疾
患
検
診

実
施
期
間

決
定
通
知
日
〜
11
月
30
日
㈰

（
医
療
機
関
の
休
診
日
を
除
く
）

会
場

市
内
歯
科
医
院
（
申
込
者
へ

は
別
途
通
知
し
ま
す
）

申
込
期
間

８
月
18
日
㈪
ま
で
（
定
員
に
な
り

次
第
終
了
）

自
己
負
担
金
（
ド
ッ
ク
の
受
診
日
に

持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

・
20
〜
39
歳

３
０
０
０
円

・
40
歳
以
上

８
０
０
０
円

検
査
委
託
機
関

・
Ｊ
Ａ
島
根
厚
生
連

・
歯
周
疾
患
検
診
は
市
内
歯
科
医
院

検
査
項
目

全
年
齢
対
象

・
問
診
、
血
圧
測
定
、
身
体
計
測
、

心
電
図
検
査
、
腹
部
エ
コ
ー
検
査

（
肝
臓
・
腎
臓
・
す
い
臓
・
胆
の

う
・
脾
臓
）、
血
液
検
査
（
白
血

球
、
赤
血
球
、
血
色
素
、
ヘ
マ
ト

ク
リ
ッ
ト
、血
小
板
）・生
化
学（
肝

機
能
検
査
、
腎
機
能
検
査
、
血
中

脂
質
検
査
、
血
糖
検
査
、
痛
風
検

査
）、
尿
検
査
（
蛋
白・糖・潜
血
）、

内
科
診
察

・
歯
周
疾
患
検
診
（
別
途
医
療
機
関

へ
受
診
が
必
要
で
す
）

40
歳
以
上
対
象

・
胃
部
バ
リ
ウ
ム
検
査
、
胸
部
Ｘ
線

検
査
、
便
潜
血
検
査
、
前
立
腺
疾

患
検
査
（
50
歳
以
上
男
性
）、
血

液
検
査
（
Ｈ
Ｂ
ｓ
抗
原
、
Ｈ
C
Ｖ

抗
体
、
甲
状
腺
検
査
、
ペ
プ
シ
ノ

ゲ
ン
検
査
、
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）、眼
底
検
査
、

眼
圧
検
査
、
視
力
検
査
、
聴
力
検

査
、
骨
密
度
検
査

申
込
方
法

健
康
医
療
対
策
課
に
事

前
に
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
実
施
日
、
会
場
な
ど
を
確

認
後
、
健
康
医
療
対
策
課
又
は
各

支
所
市
民
福
祉
課
に
あ
る
申
請
書

を
記
入
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ

健
康
医
療
対
策
課
健
康
づ

く
り
係

☎
㉕
９
３
１
１

市
で
は
、
生
活
習
慣
病
や
が
ん
な

ど
の
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
、

生
活
改
善
を
目
的
と
し
て
、「
巡
回

総
合
ド
ッ
ク
」
を
行
い
ま
す
。

短
時
間
（
約
1
時
間
）
で
、
い
ろ

い
ろ
な
検
査
が
受
け
ら
れ
、
歯
科
医

院
で
の
歯
周
疾
患
検
診
も
受
け
ら
れ

ま
す
。
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者

次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

・
20
歳
以
上
（
平
成
18
年
３
月
31
日

以
前
生
ま
れ
）
の
浜
田
市
に
住
民

票
が
あ
る
人

・
市
税
の
滞
納
が
な
い
人

・
ほ
か
の
ド
ッ
ク
な
ど
を
受
診
し
な

い
人
及
び
Ｐ
Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ
が
ん
検

診
の
助
成
を
受
け
な
い
人

巡
回
総
合
ド
ッ
ク
の

　
　
追
加
募
集
を
行
い
ま
す

健診実施日など

健診日 会　場 定員

９月13日㈯ 午前 三隅保健センター ７人

９月14日㈰ 午後 総合福祉センター ５人

９月15日㈷ 午前 総合福祉センター ４人

乳がん検診（要予約）
【医療機関で受診する場合】
予約先　浜田医療センター内健診センター
　　　　☎㉘７７００
予約受付　10:00～12:00､ 14:00～16:00

実施期間
令和８年２月27日㈮まで
毎週火・木・金曜日
当日受付　14:30～15:00
検査時間　15:00～17:00

実施場所 浜田医療センター内　健診センター

８月各種がん検診の日程

※　次の人は、検査を受けられません。
・ペースメーカー装着者
・妊娠中、授乳中の人
・豊胸手術実施者
・水頭症のためVPシャントをしている人
・乳房手術後１年以内の人
・卒乳後６か月未満の人

子宮頸がん検診（要予約）
【医療機関で受診する場合】
対象 　　20歳以上65歳まで(昭和35年４月２日～平成18

   年４月１日生まれ）の女性で浜田市に住民票
     がある人

予約先　   各医療機関へ予約してください。

実施期間

山根病院　三隅分院
レディースクリニック（三隅町）
令和８年２月28日㈯まで
浜田医療センター内　健診センター
令和８年２月27日㈮まで

実施場所

山根病院　三隅分院　☎32４３４３
レディースクリニック（三隅町）
実施日
（予約受付時間）
　　　　毎週月・水・木曜日
        9:00～12:00､ 13:00～17:00
  毎週火曜日　9:00～12:00
        第１､ 第３土曜日 9:00～12:00
浜田医療センター内　健診センター
☎㉘７７００
予約受付時間　10:00～12:00
              14:00～16:00
実施日　　毎週月～金曜日
当日受付　 9:00～ 9:30
検査時間　10:00～

【検診車で受診する場合】
対象　　   20歳以上（平成18年４月１日以前生まれ）
               の女性
予約先　     島根県環境保健公社
　　　      ☎０５７０- ０８５- １１１
　　　　 　  （音声案内後③を押す）
予約受付　平日８：30～12：00
              13：00～17：15

実施日 受付時間 会　場

８月６日㈬

8:45～ 9:30 小国 まめな会館
10:00～11:30 雲城ふれあいジム・かなぎ
13:00～14:00 今福 ふれあい会館
14:30～14:40 木田生活改善センター
15:00～15:10 和田まちづくりセンター

胃がん検診（要予約）
対象　　　40歳以上（昭和61年４月１日以前生まれ)
予約先　　島根県環境保健公社
　　　　　☎０５７０- ０８５- １１１
　　　　　　（音声案内後③を押す）
予約受付　平日８：30～12：00
　　　　　　　13：00～17：15

実施日 受付時間 会　場

８月６日㈬
8:45～ 9:30 小国 まめな館
10:00～11:30 雲城 ふれあいジム・かなぎ
13:00～14:00 今福 ふれあい会館

※　検査の前日から禁煙です。
※　午前に受診する場合は、検査前日夜９時以降は絶
食です。午後に受診する場合は、受診６時間前まで
に必ず食事を済ませてください。

※　受診２時間前までは、薬の内服やコップ１杯程度
の飲水は可能です。

※　今までバリウムを飲んでショック又はアレルギー
を起こしたことがある人、腸閉塞になったことがあ
る人、病気のため水分摂取制限がある人は検査でき
ません。

避けたほうが良い食品
　肉類・貝類・天ぷら・ラーメン・ねり製品・こんにゃ
く・海藻類・きのこ・いもなど

子宮頸がん
検診（検診車）
予約は
こちらから
できます

・体調が優れない場合は受診は控えてください。
・マスク着用は個人の判断となりますが、重症化リス
クの高い人（高齢者、基礎疾患のある人、妊婦）に
感染を広げないために、検診時のマスク着用のご協
力をお願いします。

・同一年度内に同じ検診を複数回受けた場合、２回目
以降全額自己負担となります（妊婦健診のHPV検
査含む）。

・各がん検診には標準的な受診間隔があり、その間隔
に当てはまらない場合受診をお断りすることがあり
ます。

胃がん検診（検診車）
予約はこちらから
できます

問合せ 健康医療対策課健康づくり係
　　　　☎㉕９３１１

保
険
・
医
療

年

金

福
祉
医
療
費
医
療
証

（
資
格
証
）
更
新
の
お
知
ら
せ

更
新
の
必
要
な
人

福
祉
医
療
受
給
対
象
者

（
有
効
期
限
が
令
和
７
年
９
月
30

日
ま
で
の
人
）

※

現
在
受
給
中
の
人
に
は
、
８
月

上
旬
に
更
新
手
続
の
案
内
を
送
付

し
ま
す
。

提
出
期
限

８
月
25
日
㈪

※

事
務
処
理
の
都
合
上
、
期
限
を

定
め
ま
す
が
、
期
限
が
過
ぎ
て
も

申
請
は
で
き
ま
す
。

※

所
得
要
件
に
よ
り
、「
福
祉
医

療
受
給
非
該
当
」
と
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

更
新
に
必
要
な
も
の

①
福
祉
医
療
費
医
療
証
（
資
格
証
）

更
新
申
請
書
（
対
象
者
へ
送
付
し

ま
す
）

②
対
象
者
本
人
及
び
同
一
世
帯
全
て

の
人
の
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
）
が
分
か
る
も
の
（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
又
は
通
知
カ
ー
ド
）

③
対
象
者
の
健
康
保
険
の
資
格
情
報

の
お
知
ら
せ
又
は
資
格
確
認
書

（
保
険
証
も
可
）

④
福
祉
医
療
費
医
療
証
又
は
資
格
証

（
有
効
期
限
が
令
和
７
年
９
月
30

日
ま
で
の
も
の
）

⑤
対
象
者
の
該
当
事
由
に
よ
り
提
示

し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
も
の（
該

当
者
に
は
案
内
を
送
付
し
ま
す
）

問
合
せ

保
険
年
金
課
医
療
年
金
係

☎
㉕
９
４
１
１

８
月
27
日
〜
９
月
２
日
は
、

全
国
一
斉
「
こ
ど
も
の
人
権

相
談
」
強
化
週
間
で
す

松
江
地
方
法
務
局
と
島
根
県
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
こ
ど
も
を

め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
の
解
決
を

図
る
た
め
の
取
組
の
一
つ
と
し
て
、

8
月
27
日
㈬
か
ら
9
月
2
日
㈫
ま
で

の
1
週
間
を
、
全
国
一
斉
「
こ
ど
も

の
人
権
相
談
」
強
化
週
間
と
定
め
、

次
の
と
お
り
、
相
談
受
付
時
間
を
通

人

権

常
よ
り
延
長
し
て
電
話
相
談
を
受
け

付
け
ま
す
。

学
校
で
の
「
い
じ
め
」
や
家
庭
内

に
お
け
る
児
童
虐
待
な
ど
、
学
校
生

活
や
日
常
生
活
の
中
で
悩
み
が
あ
る

人
や
そ
の
保
護
者
の
人
は
、
一
人
で

悩
ま
ず
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
相

談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

相
談
方
法
な
ど

専
用
相
談
電
話
「
こ
ど
も
の
人
権
１

１
０
番
」

☎
０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

法
務
局
L
I
N
E
じ
ん
け
ん
相
談

検
索
I
D

@
linejinkensoudan

受
付
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

（
土
・
日
曜
日
は
午
前
10
時
〜
午

後
５
時
）

相
談
員

法
務
局
職
員
又
は
人
権
擁
護
委
員

問
合
せ

松
江
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
８
５
２
32
４
２
６
０
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ
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　皆さんこんにちは、今月は中国コラムです。
　皆さんにぜひ紹介したいのが、中国の伝統行事「七
夕（チーシー）」です。
　日本の皆さんにとって七夕といえば、七月七日に短
冊に願いを書いて笹に飾る、なじみのある夏の行事で
すよね。七夕は、日本の「五節句」の一つとしても知
られています。
　日本の七夕のルーツは中国にあります。中国では、
七夕は「牛郎織女（織姫と彦星）」の恋物語に由来し、
奈良時代に日本へ伝わったとされています。この伝説
によれば、天帝に引き裂かれた恋人たち「牛飼いの牛
郎」と「織女（機織りの女神）」が、年に一度、旧暦
の七月七日に、天の川にかかるカササギの橋を渡って
再会するという感動的なお話です。
　現代の中国では、七夕は「恋人たちの日」として知
られ、いわゆる「中国版バレンタインデー」として若
者たちに親しまれています。デートをしたり、花束や
プレゼントを贈り合ったりする習慣も広まり、ロマン
チックな雰囲気に包まれます。ちなみに、今年の七夕
は太陽暦で８月29日です。
　さて、ここでちょっと面白い話をひとつ。
　実は、津和野町で毎年７月に行われる「鷺舞」
も、七夕伝説と意外なつながりがあるのです！名前は
「鷺」ですが、もともと模していたのは、あの織女と
牛郎のために橋をかけた鵲

かささぎ

なのです。ところが、古代
の日本にはカササギという鳥が生息していなかったた

め、当時の人々は「橋をかける鳥＝白いサギ」だと誤
解したと考えられています。こうして、笠をかぶり、
白い羽衣をまとった舞として伝承されたのが「鷺舞」
です。異なる文化と自然環境が交わることで生まれた、
日本ならではのアレンジですね。文化の伝わり方って
本当に面白いと思いませんか？
　七夕は、時代や国を超えて、今も人々の心をつなぎ
続ける行事です。古代の神話から現代の恋人たちまで、
2000年以上にわたって「人と星、愛と願い」をつない
できた特別な日です。同じルーツを持ちながら、それ
ぞれの文化で発展した中日七夕は、今も私たちに豊か
な感性とロマンを与えてくれます。

浜
田
市
立
幼
稚
園
・
小
中
学
校
に

お
い
て
、
夏
季
休
業
中
に
、
次
の
と

お
り
学
校
を
閉
庁
し
ま
す
。
閉
庁
期

間
中
に
、
学
校
へ
の
連
絡
が
必
要
な

場
合
は
、
次
の
連
絡
先
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。
担
当
課
か
ら
学
校
の
管

理
職
に
連
絡
し
ま
す
。

学
校
閉
庁
期
間

８
月
11
日
㈷
〜
16
日
㈯
の
6
日
間

連
絡
先

・
幼
稚
園

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
課
保
育
所

幼
稚
園
係

☎
㉕
９
３
３
０

・
小
中
学
校

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
学
事
保

健
係

☎
㉕
９
７
１
０

鷺舞

王
オウ

哲
テツ

 さん

国際交流員コラム

夏
季
休
業
中
の
学
校
閉
庁
期

間
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

ロマンチックなラブストーリーから
生まれた七夕

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ伝 言 板

まちかど募
　
　
集

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

先
着
順
で
入
居
を
決
定
す
る
住
宅

（
公
営
住
宅
ほ
か
）

募
集
住
宅
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付

随
時
。
た
だ
し
、
新
規

に
募
集
す
る
住
宅
は
８
月
12
日
㈫

以
降
。

相
　
　
談

島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

就
業
相
談
会

　
　
　
移
動
ナ
ー
ス
バ
ン
ク

日
時

８
月
13
日
㈬
・
９
月
10
日
㈬

午
後
１
時
〜
４
時

場
所

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浜
田

料
金

無
料

問
合
せ

島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
５
２
㉗
８
５
１
０

問
合
せ

公
営
住
宅（
浜
田・金
城・旭・三
隅
）

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
金
城
）

島
根
県
住
宅
供
給
公
社

浜
田
住

宅
管
理
事
務
所

☎
㉕
０
５
３
５

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
旭
）

地
域
定
住
住
宅
（
弥
栄
・
三
隅
）

㈲
中
田
工
務
店

☎
42
１
２
０
３

地
域
定
住
住
宅
（
金
城
・
旭
）

建
築
住
宅
課
住
宅
管
理
係

☎
㉕
９
６
３
０

資
格・試
験

難
病
相
談
（
脳
神
経
内
科
）

対
象

神
経
症
状
（
手
足
の
ふ
る

え
・
し
び
れ
、
筋
肉
の
こ
わ
ば
り

な
ど
）
や
神
経
難
病
（
筋
萎
縮
性

側
索
硬
化
症
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、

多
系
統
萎
縮
症
な
ど
）
や
そ
の
療

養
生
活
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た

し
ま
ね
景
観
賞
募
集

景
観
づ
く
り
に
貢
献
し
て

い
る
ま
ち
な
み
な
ど

募
集
部
門

①
ま
ち
・
み
ど
り
・
活
動
部
門

②
土
木
施
設
部
門

③
公
共
建
築
物
部
門

④
民
間
建
築
物
部
門

⑤
屋
外
広
告
物
・
そ
の
他
部
門

申
込
み

9
月
1
日
㈪
ま
で
に
応
募

用
紙
と
資
料
を
島
根
県
土
木
部
都

市
計
画
課
へ

☎
０
８
５
２
㉒
６
７
７
３

詳細は
こちらから
見られます

一
般
選
抜
検
定

①
Ｏ
Ａ
シ
ス
テ
ム
科

対
象

高
等
学
校
卒
業
又
は
卒
業
見

込
み
の
人
及
び
同
程
度
の
学
力
の

あ
る
人

②
建
築
科

対
象

原
則
中
学
校
以
上
を
卒
業
又

は
卒
業
見
込
み
の
人

③
機
械
加
工
・
溶
接
科

対
象

原
則
中
学
校
以
上
を
卒
業
又

は
卒
業
見
込
み
の
人

推
薦
選
抜
検
定
（
②
③
の
み
）

対
象

高
等
学
校
卒
業
見
込
み
の
人

①
〜
③
共
通

入
校
検
定
日

・
一
般
選
抜
試
験

10
月
31
日
㈮

・
推
薦
選
抜
試
験

９
月
20
日
㈯

募
集
期
間

９
月
３
日
㈬
ま
で

定
員

各
科
10
人

訓
練
期
間

１
年
間

選
抜
方
法

・
一
般
選
抜
試
験

学
力
検
査
（
国

語
・
数
学
）、
面
接

・
推
薦
選
抜
試
験

面
接

検
定
会
場

西
部
高
等
技
術
校
（
益
田
市
）

問
合
せ

西
部
高
等
技
術
校
指
導
課

☎
０
８
５
６
㉒
２
４
５
０

西
部
高
等
技
術
校

　
　
　
入
校
生
募
集

海
上
保
安
大
学
校
学
生
採
用
試
験

一
次
試
験

10
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰

（
２
日
間
）

受
付
期
間

８
月
21
日
㈭
〜
９
月
８
日
㈪

試
験
地

米
子
市
、
広
島
市
ほ
か

受
験
料

な
し

※

在
学
中
は
給
与
を
支
給
し
ま
す
。

※

詳
し
く
は
人
事
院
又
は
海
上
保

安
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問
合
せ

浜
田
海
上
保
安
部
管
理
課

☎
㉗
０
７
７
０

令
和
８
年
４
月
入
校

海
上
保
安
官（
国
家
公
務
員
）

養
成
の
学
生
採
用
試
験

介
護
の
悩
み
相
談

日
時

8
月
12
日
㈫

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

ス
ー
パ
ー
ダ
ッ
プ
ス

レ
ジ
横
イ
ー
ト
イ
ン
コ
ー
ナ
ー

料
金

無
料

問
合
せ

ほ
ほ
え
み
ラ
イ
フ

㈲
齋
藤
ア
ル
ケ
ン
工
業
福
祉
事
業
部

☎
㉕
０
３
０
９

い
人
や
そ
の
家
族

日
時

８
月
22
日
㈮

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所

浜
田
保
健
所

講
師

山
下
一
也
脳
神
経
内
科
医

（
島
根
県
立
大
学

学
長
）

定
員

８
人
程
度

料
金

無
料

申
込
み

８
月
８
日
㈮
ま
で
に
浜
田

保
健
所
医
事
・
難
病
支
援
課
へ

☎
㉙
５
５
５
４
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精
神
障
が
い
者
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
に

よ
る
体
験
発
表

ピ
ア
・
ス
マ
イ
ル
ト
ー
ク

〜
私
の
リ
カ
バ
リ
ー
ス
ト
ー
リ
ー
〜

教
室・講
座

対
象

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
契

約
社
員
な
ど
非
正
規
で
働
く
女
性

で
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
の
基
本
操
作
が
で

き
る
人

※

講
習
（
10
日
）、
検
定
試
験

（
1
日
）、
計
11
日
間
に
参
加
で

き
る
人

日
時

講
習

９
月
17
日
㈬
〜
10
月
２
日
㈭

午
後
５
時
30
分
〜
８
時

Ｃ
Ｓ
検
定
試
験（
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
３
級
）

10
月
14
日
㈫

時
間
未
定

場
所ソ

コ
ロ
シ
ス
テ
ム
ズ
浜
田
教
室

料
金

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

※

検
定
料
は
本
人
負
担

定
員

10
人

そ
の
ほ
か

無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
提

供
（
要
事
前
申
込
）

申
込
み

9
月
５
日
㈮
ま
で
に
レ

デ
ィ
ー
ス
仕
事
セ
ン
タ
ー
浜
田
へ

☎
㉕
５
２
０
７

レ
デ
ィ
ー
ス
仕
事
セ
ン
タ
ー

非
正
規
で
働
く
女
性
の
た
め

の
無
料
パ
ソ
コ
ン
講
習

日
時

８
月
17
日
㈰

午
前
９
時
〜
正
午

場
所

松
原
小
学
校

料
金

一
般　
　
　
１
０
０
０
円

　
　
　
高
校
生
以
下　
　
　
無
料

問
合
せ

中
尾
さ
ん

☎
０
８
０-

６
３
３
６-

７
９
５
５

夏
季
書
道
講
習
会

共
通

講
座
内
容

下
表
の
と
お
り

定
員

各
講
座
10
人

浜
田
国
際
交
流
協
会

　
　
Ⅱ
学
期
語
学
講
座

講座内容

講座 部門 日程 時間 場所 料金 締切日

中国語講座

入門Ⅱ昼の部 ８月７日㈭、
９月４日㈭、25日㈭、
10月９日㈭、30日㈭

午後１時30分～３時

浜田まちづくり
センター

会員
1,000円
非会員
2,000円

【入門】
８月６日㈬

入門Ⅱ夜の部 午後７時～８時30分

初級Ⅱ昼の部 ８月28日㈭、9月11日㈭、
10月２日㈭、16日㈭、
11月６日㈭

午後１時30分～３時
【初級】
８月21日㈭

初級Ⅱ夜の部 午後７時～８時30分

韓国語講座
初級Ⅱ ８月19日㈫、26日㈫、

９月２日㈫、９日㈫、
30日㈫、10月７日㈫、
21日㈫、28日㈫、
11月11日㈫、18日㈫

午後７時～８時30分
浜田まちづくり
センター

会員
2,000円
非会員
4,000円

８月12日㈫
中級Ⅱ 午後４時～５時30分

英語講座

初級Ⅱ昼の部 ８月20日㈬、
９月３日㈬、17日㈬、
10月１日㈬

午後１時30分～３時
【昼の部】

浜田まちづくり
センター

【夜の部】
石見まちづくり
センター

会員
  800円
非会員
1,600円

８月13日㈬
初級Ⅱ夜の部 午後７時～８時30分

中級Ⅱ昼の部 ８月27日㈬、
９月10日㈬、24日㈬、
10月８日㈬

午後１時30分～３時

中級Ⅱ夜の部 午後７時～８時30分

ベトナム語
講座

入門Ⅱ ８月18日㈪、25日㈪、
９月１日㈪、８日㈪、
29日㈪、10月６日㈪、
20日㈪、27日㈪、
11月10日㈪、17日㈪

午後３時30分～５時 まちなか交流
プラザ 会員

2,000円
非会員
4,000円

８月12日㈫
初級Ⅱ 午後７時～８時30分 石見まちづくり

センター

こちらから
申し込めます

申込み
　各申込締切日までに浜田国際交流協会に電話
　又は右記申込みフォームから　☎㉕９５１１

「
笑
い
ヨ
ガ
」
で
心
も
か
ら
だ
も
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
！
〜
明
日
か
ら
の
レ
ク

に
も
使
え
ま
す
〜

対
象介

護
福
祉
士
、
初
任
者
研
修
な
ど

日
時

９
月
６
日
㈯

午
後
1
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所

い
わ
み
ー
る

講
師

村
上
優
子
さ
ん
（
笑
い
ヨ
ガ

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
）

料
金

無
料

申
込
み

８
月
29
日
㈮
ま
で
に
島
根

県
社
会
福
祉
協
議
会
石
見
支
所
へ

☎
㉔
９
３
４
０

介
護
職
の
た
め
の

       

健
康
づ
く
り
講
座

県
立
体
育
館

後
期
ス
ポ
ー
ツ
教
室

開
設
期
間

10
月
７
日
㈫
〜
令
和
８

年
３
月
13
日
㈮

抽
選
申
込
期
間

８
月
26
日
㈫
〜
９
月
7
日
㈰

抽
選
・
結
果
発
表

９
月
９
日
㈫

午
前
11
時
30
分

危
険
物
取
扱
者
試
験

及
び

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

第
４
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
日

11
月
２
日
㈰

受
付
期
間

８
月
22
日
㈮
〜
９
月
5
日
㈮

試
験
地

浜
田
市
・
出
雲
市
・
隠
岐
の
島
町

試
験
種
類

甲
種
・
乙
種
第
1
類
〜

第
6
類
・
丙
種

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

対
象

①
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
新
た
に
従

事
す
る
こ
と
に
な
っ
た
人
は
、
そ

の
日
か
ら
1
年
以
内
。
た
だ
し
、

過
去
2
年
以
内
に
免
状
の
交
付
又

は
講
習
を
受
け
て
い
る
場
合
に
は
、

免
状
交
付
日
又
は
受
講
日
以
後
に

お
け
る
最
初
の
4
月
1
日
か
ら
3

年
以
内
。

②
前
回
の
講
習
を
受
け
た
後
、
引
き

続
い
て
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従

事
し
て
い
る
人
は
、
前
回
受
講
日

以
後
に
お
け
る
最
初
の
4
月
1
日

か
ら
3
年
以
内
。

日
時
・
場
所

①
９
月
11
日
㈭

ジ
ャ
ス
ト
ホ
ー
ル

（
益
田
市
）

②
９
月
12
日
㈮

島
根
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
西
部
研
修
会
館

③
10
月
30
日
㈭

あ
す
て
ら
す
（
大
田
市
）

定
員

①
50
人
②
80
人
③
60
人

申
込
み

各
回
の
10
日
前
ま
で
に
、

５
３
０
０
円
分
の
島
根
県
収
入
証

紙
及
び
85
円
分
の
郵
便
切
手
を
添

え
て
島
根
県
危
険
物
保
安
協
会
連

合
会
へ

☎
０
８
５
２
㉒
７
２
０
２

※

オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

消
防
本
部
予
防
課
危
険
物
係

☎
㉒
１
１
６
７

※

各
種
受
験
案
内
、
願
書
、
申
請

書
は
消
防
本
部
、
各
消
防
署
・
出

張
所
に
あ
り
ま
す
。

お
出
か
け

平
和
の
た
め
の
原
爆
パ
ネ
ル
展

（
高
校
生
が
描
い
た
原
爆
の
絵
）

日
時

・
８
月
2
日
㈯

午
後
１
時
〜
５
時

・
８
月
3
日
㈰

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

・
８
月
4
日
㈪

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

場
所

石
見
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

料
金

無
料

日
時

８
月
７
日
㈭

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

場
所

浜
田
保
健
所

多
目
的
室

内
容

精
神
障
が
い
者
の
体
験
発
表

と
座
談
会

料
金

無
料

申
込
み

８
月
５
日
㈫
ま
で
に
相
談

支
援
事
業
所
「
陽
だ
ま
り
」
へ

☎
㉒
８
１
１
５

日
時
８
月
９
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

午
後
５
時
〜
10
時
（
予
定
）

※

今
年
度
の
夏
ま
つ
り
は
、
新
市

誕
生
20
周
年
記
念
納
涼
夏
踊
り
大

会
と
同
日
開
催
し
ま
す
。

※

当
日
は
会
場
周
辺
の
駐
車
場
が

不
足
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
や
公
共
交
通
機
関

を
で
き
る
だ
け
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

場
所

浜
田
漁
港
一
帯

新
市
誕
生
20
周
年
記
念

石
州
浜
っ
子
夏
ま
つ
り

日
時

８
月
11
日
㈷

午
後
１
時
〜
８
時

場
所

石
州
和
紙
会
館

内
容

う
ち
わ
作
品
や
和
紙
灯
り
の

展
示
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

料
金

無
料
（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
は
有
料
）

問
合
せ

石
州
和
紙
会
館

☎
32
４
１
７
０

和
紙
と
灯
り
の
夕
べ
２
０
２
５
夏

和
紙
に
触
れ
て
、

　
　
　
　
つ
な
が
ろ
う

日
時
・
場
所

①
９
月
4
日
㈭
〜
6
日
㈯

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

い
わ
み
ー
る

②
10
月
16
日
㈭
〜
18
日
㈯

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

ミ
レ
青
山
（
江
津
市
）

※

各
回
と
も
3
日
間
で
1
回

定
員

各
回
20
人

料
金

無
料

申
込
み

①
は
8
月
21
日
㈭
、
②
は

10
月
２
日
㈭
ま
で
に
介
護
労
働
安

定
セ
ン
タ
ー
島
根
支
部
へ

☎
０
８
５
２
㉕
８
３
０
２

介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー

介
護
の
入
門
的
研
修

問
合
せ
新
日
本
婦
人
の
会
浜
田
支
部

☎
０
９
０-

２
０
０
０-

１
６
３
９

問
合
せ

浜
田
市
観
光
協
会

☎
㉔
１
０
８
５

新
市
誕
生
20
周
年
記
念

弥
栄
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

日
時

８
月
15
日
㈮

午
後
４
時
〜
８
時

場
所

市
役
所
弥
栄
支
所
前
イ
ベ
ン

ト
広
場

内
容

石
見
神
楽
上
演
、
打
上
花
火
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
上
演
、
特
産
品

販
売
、
地
元
集
落
な
ど
に
よ
る
出

店
コ
ー
ナ
ー

問
合
せ

弥
栄
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
実

行
委
員
会

☎
48
２
１
１
２

申
込
手
続
期
間

９
月
９
日
㈫

午
前
11
時
30
分
〜

21
日
㈰

※

定
員
に
達
し
て
い
な
い
教
室
は

随
時
申
込
可
能

料
金幼・

小
・
中
・
高
校
生

３
０
０
０
円

大
学
生　
　
　
　
　
５
０
０
０
円

一
般　
　
　
　
　
　
６
０
０
０
円

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
親
子

７
０
０
０
円

体
操
競
技
ク
ラ
ブ

６
０
０
０
円

保
険
料

幼
・
小
・
中
学
生　
　
８
０
０
円

高
校
・
大
学
生
・
一
般

１
８
５
０
円

65
歳
以
上　
　
　
　
１
２
０
０
円

※

前
期
ス
ポ
ー
ツ
教
室
参
加
者
は

不
要

問
合
せ

県
立
体
育
館

☎
㉓
１
２
０
１

こちらから
申し込めます
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８
月
31
日
㈰
ま
で
毎
日
開
館
、
通
常

よ
り
１
時
間
長
く
、
午
後
６
時
ま
で

営
業
し
ま
す
。

お
盆
限
定
特
別
企
画
！
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
プ
ー
ル
裏
側
大
公
開
〜
見
て
、

嗅
い
で
、
感
じ
て
シ
ロ
イ
ル
カ
〜

期
間

８
月
10
日
㈰
〜
16
日
㈯

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
50
分

場
所

ア
ク
ア
ス
３
階
展
望
デ
ッ
キ

横
入
口

※

期
間
中
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
お

休
み
し
ま
す
。

夏
休
み
イ
ベ
ン
ト

わ
ん
ぱ
く
探
検
隊

対
象

小
・
中
学
生
（
１
人
で
も
参

加
で
き
る
人
）

日
時

８
月
31
日
㈰
ま
で

①
午
前
11
時
〜

②
午
後
２
時
〜

※

１
日
２
回
実
施
、
各
30
分
程
度

※

お
盆
も
実
施

定
員

各
回
先
着
12
人

料
金

１
人
５
０
０
円

※

別
途
入
館
料
が
必
要

申
込
み

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
事
前
受
付

ナ
イ
ト
ア
ク
ア
ス

日
時

・
８
月
23
日
㈯

午
後
6
時
〜
９
時

・
９
月
6
日
㈯

午
後
5
時
〜
９
時

料
金

大
人　
　
１
５
５
０
円

　
　
　
小
人　
　
　
５
０
０
円

※

昼
の
チ
ケ
ッ
ト
で
も
入
館
で
き

ま
す
。

夏
の
特
別
展
「
見
て
！
行
っ
て
！

釣
っ
て
！
知
っ
ち
ゃ
お
う
！

〜
さ
か
な
芸
人
ハ
ッ
ト
リ
君
と
学
ぶ

海
釣
り
の
す
べ
て
〜
」

期
間

９
月
23
日
㈷
ま
で

場
所

ア
ク
ア
ス
３
階
特
別
展
示
室

特
別
展
連
動
企
画
「
ア
ク
ア
ス

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
グ
ラ
ン
プ
リ
」

期
間

９
月
23
日
㈷
ま
で

参
加
費

無
料
（
入
館
料
に
含
む
）

（
エ
ン
ト
リ
ー
カ
ー
ド
は
特
別
展
示

室
で
配
布
）

８
月
の
神
楽
（
雨
天
中
止
）

３
日
㈰

休
演
日

10
日
㈰

休
演
日

11
日
㈷

休
演
日

13
日
㈬

岡
崎
神
楽
社
中

14
日
㈭

岡
見
神
遊
座

15
日
㈮

上
石
神
楽
団

17
日
㈰

休
演
日

24
日
㈰

休
演
日

31
日
㈰

休
演
日

時
間

午
後
１
時
〜
３
時

場
所

は
っ
し
ー
広
場
ス
テ
ー
ジ

問
合
せ

島
根
物
産
商
事
㈱

☎
㉘
３
１
０
０

国
際
音
楽
交
歓
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
２
５

日
時

９
月
13
日
㈯

午
後
２
時
〜

場
所

グ
ラ
ン
ト
ワ
大
ホ
ー
ル

ア
ク
ア
ス
か
ら

　
　
　
☎
㉘
３
９
０
０

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

　
　
☎
０
８
５
６
㉛
１
８
６
０

石
央
文
化
ホ
ー
ル
だ
よ
り

　
　
☎
㉒
２
１
０
０

石
央
シ
ネ
マ
倶
楽
部
企
画
映
画
上
映
会

「
九
十
歳
。
何
が
め
で
た
い
」

日
時

９
月
28
日
㈰

①
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
9
分

②
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
9
分

（
上
映
時
間
99
分
）

場
所

石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

内
容

直
木
賞
作
家
の
佐
藤
愛
子
に

よ
る
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
エ
ッ
セ
イ
集

を
、
90
歳
を
迎
え
た
草
笛
光
子
が

主
演
し
て
映
画
化
し
た
痛
快
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト

山
陰
浜
田
港
お
魚
料
理
教
室

日
時

９
月
18
日
㈭

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
師

長
野
操
子
さ
ん

定
員

20
人
（
未
受
講
者
優
先
）

料
金

８
０
０
円

申
込
み

８
月
22
日
㈮
ま
で
に
左
記

申
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら
又
は
申
込

書
を
水
産
振
興
課
内
浜
田
市
水
産

業
振
興
協
会
へ

☎
㉕
９
５
２
０

こちらから
申し込めます

対
象

平
成
17
年
４
月
２
日
〜
平
成

18
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

日
時

令
和
8
年
１
月
３
日
㈯

午
後
1
時
30
分
〜

場
所

石
央
文
化
ホ
ー
ル

特
記
事
項

※

詳
細
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
皆

さ
ん
へ
案
内
し
ま
す
。
ま
た
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
も
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

※

現
在
浜
田
市
に
住
ん
で
い
る

（
浜
田
市
出
身
で
な
く
て
も
可
）

又
は
浜
田
市
出
身
で
現
在
市
外
に

住
ん
で
い
る
人
が
参
加
で
き
ま
す
。

問
合
せ

ま
ち
づ
く
り
社
会
教
育
課

社
会
教
育
係

☎
㉕
９
２
０
４

新
市
誕
生
20
周
年
記
念

令
和
８
年

二
十
歳
の
集
い

日
時

９
月
16
日
㈫
（
小
雨
決
行
）

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

石
見
海
浜
公
園

定
員

10
人
（
先
着
）

料
金
無
料（
ポ
ー
ル
レ
ン
タ
ル
あ
り
）

申
込
み

石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
へ

☎
㉘
２
２
３
１

石
見
海
浜
公
園

ノ
ル
デ
ィッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

遺
族
に
限
ら
ず
ど
な
た
で
も
参
列

で
き
ま
す
。
節
目
の
年
に
、
先
の
大

戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
人
々
を
追
悼
し
、

平
和
を
祈
念
す
る
た
め
ぜ
ひ
参
列
し

て
く
だ
さ
い
。

日
時

９
月
６
日
㈯

午
前
10
時
〜
11
時

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合
せ

浜
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
㉒
０
０
９
４

終
戦
か
ら
80
年
の
節
目
の
年

浜
田
市
戦
没
者
追
悼
式

新
市
誕
生
20
周
年
記
念

浜
田
市
長
旗
争
奪
野
球
大
会

対
象

市
内
の
職
域
、
同
好
会
チ
ー

ム
（
中
・
高
校
生
は
中
学
３
年
生

以
上
３
人
ま
で
可
）

日
時

９
月
７
日
㈰
〜
10
月
26
日
㈰

場
所

浜
田
市
野
球
場
ほ
か

料
金

１
５
０
０
０
円

申
込
み
・
問
合
せ

８
月
20
日
㈬
ま

で
に
浜
田
市
野
球
連
盟
事
務
局

村
木
勝
也
さ
ん
へ

☎
０
９
０-

１
６
８
２-

９
１
１
０

※

詳
細
は
、浜
田
市
野
球
連
盟
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ホームページ
はこちらから
見られます

ク
ル
ー
ズ
客
船
を
ふ
頭
か
ら
一
緒
に

見
送
り
ま
せ
ん
か

日
時

９
月
４
日
㈭

午
後
３
時
〜
５
時

※

午
後
５
時
出
港

※

天
候
に
よ
り
寄
港
時
間
が
変
更
、

市
民
に
よ
る
見
送
り
を
中
止
す
る

こ
と
が
あ
る
た
め
、
浜
田
港
振
興

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

場
所

浜
田
港
福
井
ふ
頭
３
号
岸
壁

申
込
み

当
日
浜
田
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
に
て
受
付
後
、
徒
歩
で
ふ
頭

へ
移
動

※

顔
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書

（
運
転
免
許
証
な
ど
）
が
必
要

※

高
校
生
以
下
は
保
護
者
の
同
伴

が
必
要

※

船
内
見
学
不
可

問
合
せ

浜
田
港
振
興
会

☎
㉔
７
７
３
３

ク
ル
ー
ズ
客
船

「
飛
鳥
Ⅱ
」が
浜
田
港
に
寄
港

し
ま
す

日
時

８
月
31
日
㈰

午
前
９
時
〜
正
午

場
所

長
浜
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

料
金

２
０
０
円
（
資
料
代
）

日
時

8
月
30
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所

石
見
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

料
金

無
料

定
員

10
人

持
参
品
写
真
デ
ー
タ（
２
〜
５
点
）

申
込
み

８
月
27
日
㈬
ま
で
に
文
化

振
興
課
芸
術
文
化
振
興
係
へ

☎
㉕
９
７
３
０

第
56
回
浜
田
市
美
術
展

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
写
真
教
室
」

プ
リ
ン
ト
大
伸
ば
し
体
験

詳細・申込み
はこちらから

問
合
せ

し
ま
ね
国
際
セ
ン
タ
ー
西

部
支
所

☎
㉘
７
９
９
０

世
界
の
あ
そ
び
★
ひ
ろ
ば

対
象

5
歳
〜
小
学
生
、
保
護
者

※

未
就
学
児
は
保
護
者
の
参
加
必

須
、
対
象
年
齢
以
外
の
子
ど
も
も

参
加
可

日
時

８
月
17
日
㈰

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所

長
浜
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

定
員

30
人
（
先
着
）

内
容

外
国
の
あ
そ
び
や
ク
イ
ズ
な

ど
を
通
し
て
、
楽
し
く
世
界
の
文

化
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
ベ
ト

ナ
ム
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
出
身
の
先
生

に
教
え
て
も
ら
っ
て
、
一
緒
に
遊

び
ま
し
ょ
う
。

申
込
み

８
月
11
日
㈷
ま
で
に
し
ま

ね
国
際
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら

こちらから
申し込めます

英
語
圏
料
理
教
室

国
際
ク
ッ
キ
ー
を
作
ろ
う
！

日
時

８
月
24
日
㈰

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

場
所

石
見
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

定
員

12
人

※

小
学
生
以
下
は
保
護
者
の
参
加

必
須

こちらから
申し込めます

料
金

大
人　
　
　
　
１
２
０
０
円

小
学
生
〜
大
学
生　
　
６
０
０
円

※

当
日
券
は
２
０
０
円
増

※

ス
タ
ン
プ
マ
リ
ン
カ
ー
ド
使
用
可

料
金

会
員　
　
　
５
０
０
円

　
　
　
非
会
員　
　
７
０
０
円

申
込
み

８
月
18
日
㈪
ま
で
に
浜
田

国
際
交
流
協
会
へ

☎
㉕
９
５
１
１

問
合
せ

下
村
さ
ん

午
後
5
時
以
降

☎
０
９
０-

７
５
０
０-

９
６
３
７

第
２
６
４
回

ふ
る
さ
と
歴
史
紀
行

墳
墓
と
天
神
地
祇
と
仏
教
伝
来

浜田港振興会
ホームページ
はこちらから
見られます

内
容

世
界
各
国
の
音
楽
家
た
ち
が

声
楽
・
ピ
ア
ノ
・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

で
織
り
な
す
、
華
や
か
で
躍
動
感

あ
ふ
れ
る
音
色
が
響
く
特
別
な
時

間
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
初
心
者
の
人
も

気
軽
に
楽
し
め
る
、
親
し
み
深
い

名
曲
や
地
元
合
唱
団
と
の
共
演
も
。

音
楽
の
力
で
心
を
満
た
す
ひ
と
と

き
を
一
緒
に
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

料
金

無
料
（
要
入
場
券
）

プ
レ
イ
ガ
イ
ド

グ
ラ
ン
ト
ワ
総
合

案
内
カ
ウ
ン
タ
ー
、
オ
ン
ラ
イ
ン

チ
ケ
ッ
ト
「
シ
マ
チ
ケ
」

グ
ラ
ン
ト
ワ
い
わ
み
ス
テ
ー
ジ
事
業

寺
尾
紗
穂
コ
ン
サ
ー
ト
in
さ
ぶ
み

〜
高
津
川
の
せ
せ
ら
ぎ
に
の
せ
て
〜

日
時

９
月
21
日
㈰

午
後
３
時
〜

場
所

左さ
ぶ
み鐙
公
民
館
（
津
和
野
町
）

定
員

70
人

料
金
（
全
席
自
由
）

一
般　
　
　
　
　

２
５
０
０
円

Ｕ
25　
　
　
　
　
１
５
０
０
円

小
学
生
以
下　
　
　
５
０
０
円

※

津
和
野
町
民
割
引
あ
り

チ
ケ
ッ
ト
発
売
日

８
月
３
日
㈰

プ
レ
イ
ガ
イ
ド

グ
ラ
ン
ト
ワ
総
合

案
内
カ
ウ
ン
タ
ー
、
オ
ン
ラ
イ
ン

チ
ケ
ッ
ト
「
シ
マ
チ
ケ
」、
左さ

ぶ
み鐙

公
民
館
、
日
原
中
央
公
民
館
、
道

の
駅
「
か
き
の
き
む
ら
」

同
時
開
催
特
別
企
画

講
演
「
山
陰
浜
田
港
お
魚
料
理
教
室

を
続
け
て
10
年
」

時
間

①
午
前
11
時
15
分
〜
11
時
35
分

②
午
後
１
時
〜
1
時
20
分

講
師

長
野
操
子
さ
ん

※

石
央
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
祭
を

午
前
９
時
か
ら
開
催
し
ま
す
。

プ
レ
イ
ガ
イ
ド

石
央
文
化
ホ
ー
ル
、

ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田
、
島
根
県
立

大
学
売
店
、
石
正
美
術
館
、
浜
田

市
教
育
委
員
会
文
化
振
興
課
、
江

津
市
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー
、
松
風

堂
（
旭
町
）
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有

料

広

告

広
告
募
集
中

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚

開館時間 9:00～17:00
月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）
年末年始・展示替え期間
（括弧は20人以上の団体）
一　般　600円（500円）

展覧会によって異なります
小中生　200円（160円）
高大生　300円（240円）

休 館 日

観 覧 料

※

❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿

「図書館のもよおし」は、はまだ情報カレンダー
裏面のくらしのサービスガイドをご覧ください。

図書館情報
開館時間 ８月の休館日

中央 ☎㉒0480  9:00～19:00 12日㈫･25日㈪
金城 ☎421823

 9:00～17:00 ４日㈪･12日㈫
18日㈪･25日㈪

旭 ☎451439
弥栄 ☎482258
三隅 ☎320338 10:00～19:00

（土日祝日は18:00まで）

展
覧
会
の
お
知
ら
せ【初公開】

《豊千代座像》1971年
展示替え休館日 ８月25日㈪～９月12日㈮

シ
ス
テ
ム
更
新
に
伴
う

　
　
　
　
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

令
和
７
年
度

秋
学
期
（
10
月
開
講
）

科
目
等
履
修
生
・
聴
講
生
募
集

昨年度の活動の様子

問
合
せ

総
務
課

☎
㉔
２
２
０
０

新
任
教
員
メ
ッ
セ
ー
ジ

市
民
研
究
員
募
集

公
開
講
座
会
員
募
集

本
学
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
、

大
学
を
よ
り
身
近
な
存
在
と
し
て
感

じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
「
公
開
講

座
会
員
」
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

特
典
と
し
て
、
会
員
証
の
発
行
、
浜

田
キ
ャ
ン
パ
ス
情
報
の
提
供
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス
図

書
館
へ
の
入
館
及
び
本
の
貸
出
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
会
費

は
無
料
で
、
更
新
手
続
も
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
か
ら
の
申
込
み
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

問
合
せ

連
携
交
流
課

☎
㉕
９
０
６
３

島
根
県
立
大
学
で
は
、
国
際
関
係

学
・
地
域
政
策
学
な
ど
多
く
の
科
目

を
社
会
人
の
皆
さ
ん
に
も
広
く
開
放

し
て
お
り
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
受
講

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

あ
な
た
も
大
学
生
と
と
も
に
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。
開
講
科
目
な
ど
詳

し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

８
月
８
日
㈮
〜
20
日
㈬

受
講
期
間

10
月
〜
令
和
８
年
３
月詳細は

こちらから
見られますマスコットキャラクター

「オロリン」

問
合
せ

学
務
課
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
室

☎
㉔
２
２
０
３

市
民
研
究
員
制
度
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
大
学
を
舞
台
と
し
た
研
究
活

動
へ
参
画
い
た
だ
き
、
学
生
・
大
学

院
生
（
留
学
生
を
含
む
）
や
教
職
員

と
協
働
で
課
題
に
取
り
組
む
全
国
唯

一
の
制
度
で
す
。

昨
年
度
は
、「
石
見
焼
・
石
州
瓦

の
流
通
」
に
関
す
る
勉
強
会
の
開

催
、「
津
和
野
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の

歴
史
」
を
め
ぐ
る
リ
サ
ー
チ
ツ
ア
ー
、

「
浜
田
の
新
た
な
お
土
産
（
の
ど
ぐ

ろ
も
な
か
）
の
商
品
開
発
」
に
関
す

る
共
同
研
究
な
ど
、
様
々
な
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

関
心
の
あ
る
人
は
、
本
学
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

企
画
調
整
課

☎
㉔
２
２
０
１

こ
ん
に
ち
は
。
こ
の
た
び
４
月
よ

り
、
国
際
関
係
学
部
国
際
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
で
勤
務
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
池
田
麻
衣
子
と
申

し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
ハ
ワ
イ
、
京

都
、
大
阪
な
ど
の
大
学
で
、
主
に
留

学
生
を
対
象
に
日
本
語
を
教
え
て
ま

い
り
ま
し
た
。

専
門
は
日
本
語
教
育
、
社
会
言
語

学
、
そ
し
て
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
ペ
ダ

ゴ
ジ
ー
で
す
。
授
業
で
は
、
従
来
の

言
語
・
文
化
教
育
に
加
え
、
言
語
使

用
の
視
点
か
ら
持
続
可
能
な
社
会
づ

く
り
に
貢
献
す
る
ス
キ
ル
や
知
識
を

育
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
学
習
を
行
っ

て
い
ま
す
。
地
域
の
課
題
を
言
語
か

ら
捉
え
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
連
携
し

な
が
ら
解
決
策
を
探
る
活
動
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
浜
田
市
で
も
そ

の
よ
う
な
実
践
が
で
き
る
こ
と
を
心

よ
り
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

池田麻衣子准教授

【
シ
ス
テ
ム
更
新
に
伴
う
休
館
日
】

全
館
（
中
央
図
書
館
、
金
城
図
書
館
、

旭
図
書
館
、弥
栄
図
書
館
、三
隅
図
書
館
）

８
月
18
日
㈪
〜
25
日
㈪

シ
ス
テ
ム
更
新
の
た
め
、
図
書
館
全
館
で

以
下
の
期
間
、
休
館
し
ま
す
。
休
館
中
は
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
ご
理
解
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※

２
階
多
目
的
ホ
ー
ル
は
使
用
可
能
で
す
。

た
だ
し
、
利
用
申
込
の
受
付
は
８
月
17
日

㈰
ま
で
。

※

移
動
図
書
館
車
「
ラ
ブ
ッ
ク
号
」
は
、

８
月
は
全
地
区
運
休
し
ま
す
。

詳
細
は
、
浜
田
市
立
図
書
館
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

休
館
中
の
図
書
返
却
に
つ
い
て

休
館
中
の
返
却
は
、
返
却
Ｂ
Ｏ
Ｘ
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
（
弥
栄
図
書
館
を
除
く
）。

な
お
、
資
料
の
損
傷
を
防
ぐ
た
め
、
子
育
て

お
楽
し
み
貸
出
セ
ッ
ト
、
視
聴
覚
資
料
（
Ｄ

Ｖ
Ｄ
・
ビ
デ
オ
な
ど
）、
紙
芝
居
、
大
型
絵
本
、

リ
ク
エ
ス
ト
に
よ
り
ほ
か
の
図
書
館
か
ら
借
り

受
け
た
図
書
は
、
返
却
Ｂ
Ｏ
Ｘ
で
の
返
却
が
で

き
ま
せ
ん
。
開
館
後
、
窓
口
に
直
接
ご
返
却
く

だ
さ
い
。

　「養生」とは、病気を防ぎ、健やかに生活するための知恵のこと。この
本では養生の方法を、気になる不調を楽にする「体のゆるめ方」、不調を
防ぐ「普段の暮らし方」、「季節に合わせた暮らし方」、メンタルを整える「心
の養い方」の４つに分けて解説しています。
　暑い夏は、朝活を心がけ涼しいうちに動いてしまう、冷たい飲み物はゆっ
くり飲むなど、すぐにでも実践できそうなことがたくさんです。
　当たり前だけどなかなかできないことや忘れてしまいがちなことも書か
れているので、生活習慣を見直すために時々読み返したくなる１冊です。

すきさん／著　学研プラス　（498.3　スキ）

司書がすすめるこの一冊

「絵でわかる京都・お灸堂のほどよい養生」

没
後
10
年
企
画
展
「
石
本
正
ロ
マ
ネ
ス
ク

へ
の
憧
れ
、
そ
し
て
舞
妓
へ
」

会
期

８
月
24
日
㈰
ま
で

石
本
が
ロ
マ
ネ
ス
ク
調
の
作
品
を
描
く
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
舞
妓
の
作
品
に
至
る
ま
で

の
１
９
５
０
年
代
〜
１
９
７
０
年
代
は
、
彼

に
と
っ
て
「
挑
戦
と
変
革
」
の
時
代
で
し
た
。

本
展
で
は
、
当
時
の
人
物
デ
ッ
サ
ン
の
変
遷

を
展
示
し
て
い
ま
す
。
様
々
な
技
法
や
画
風

を
試
し
、
自
分
の
求
め
る
美
の
あ
り
よ
う
を

模
索
す
る
画
家
の
姿
が
思
い
浮
か
ぶ
よ
う
で

す
。特

に
「
線
描
の
変
化
」
は
、
線
の
太
さ
・

細
さ
、
筆
圧
の
強
弱
、
使
用
画
材
な
ど
、
時
代

に
よ
っ
て
移
り
変
わ
る
画
家
の
美
意
識
が
垣
間

見
え
興
味
深
い
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
ど
う
ぞ
ご

ゆ
っ
く
り
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
ギ
ャ
ラ
リ
ー
】（
観
覧
無
料
）

●
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
イ
ン
フ
ィ
ニ
テ
ィ
「
グ
ル
ー

プ
展
２
０
２
５
」

会
期

８
月
３
日
㈰
ま
で

※

最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

★
関
連
イ
ベ
ン
ト

「
ホ
ク
レ
ア
フ
ァ
イ
ブ
演
奏
会

さ
ぁ
！
漕

ぎ
出
そ
う
‼
海
が
あ
な
た
を
待
っ
て
い
る
」

日
時

８
月
２
日
㈯

午
後
２
時
〜
３
時（
開
場
午
後
１
時
30
分
）

会
場

石
正
美
術
館
創
作
室
（
入
場
無
料
）

昨
年
に
続
き
、
グ
ル
ー
プ
展
の
開
催
を
記
念

し
た
ホ
ク
レ
ア
フ
ァ
イ
ブ
の
皆
さ
ん
に
よ
る
ウ

ク
レ
レ
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

●
第
12
回
小
さ
な
世
界
展

会
期

８
月
６
日
㈬
〜
24
日
㈰

「
40
㎝
四
方
に
収
ま
る
、
小
サ
イ
ズ
の
作
品

の
中
で
生
ま
れ
る
世
界
観
」
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
２
０
１
４
年
か
ら
開
催

し
て
き
た
公
募
展
で
す
。

★
出
品
作
家
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

（
聴
講
無
料
、
会
場
：
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

日
時

８
月
９
日
㈯

午
後
２
時
〜
３
時

出
品
者
の
皆
さ
ん
に
作
品
に
こ
め
た
思
い
を

お
話
い
た
だ
き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

出
品
者
そ
れ
ぞ
れ
が

「
小
さ
な
世
界
」
を
表

現
し
た
、
個
性
豊
か
な

作
品
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

昨年の展示風景

詳細は
こちらから
見られます

vol.262
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://www.u-shimane.ac.jp

33 32広報はまだ：令和７年８月号



「
さ
わ
っ
手
た
の
し
む

　
　
タ
ッ
チ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

　
　
　
　
　
　
　
　
開
催
中

８
月
の
イ
ベ
ン
ト

❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館

vol.344

浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…https://www.hamada-kodomo-art.com

現
在
、
浜
田
市
世
界
こ
ど
も
美
術

館
で
は
、〝
触
っ
て
楽
し
む
こ
と
の

で
き
る
作
品
〞
を
一
堂
に
紹
介
し
て

い
ま
す
。

馬
場
哲
晃
さ
ん
の
作
品
「
フ
レ
ク

ト
リ
ッ
ク
・
ド
ラ
ム
ス
」
は
、
人
が

触
れ
合
う
こ
と
で
色
々
な
音
が
生
ま

れ
る
作
品
で
す
。
ド
ラ
ム
を
数
人
で

持
ち
、
お
互
い
の
手
を
〝
タ
ッ
チ
〞

さ
せ
る
と
、
不
思
議
や
不
思
議
、
音

が
鳴
る
ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
で
、
き
ら

き
ら
星
な
ど
シ
ン
プ
ル
な
音
楽
を
演

奏
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

イ
タ
リ
ア
人
ユ
ニ
ッ
ト
・
ミ
ラ
ビ

リ
ア
の
展
示
で
は
、
カ
ラ
フ
ル
な
色

と
形
の
立
体
作
品
が
多
数
登
場
。
布

の
絵
本
、
木
で
で
き
た
大
き
な
ド
ミ

ノ
ゲ
ー
ム
、
触
覚
の
カ
ー
テ
ン
な
ど
、

鮮
や
か
で
様
々
な
触
り
心
地
の
作
品

が
並
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
８
月
限
定
で
、
１
階
・
創
作

室
に
「
か
ら
く
り
木
の
お
も
ち
ゃ

展
」
が
オ
ー
プ
ン
。
木
の
お
も
ち
ゃ

作
家
・
吉
竹
宏
泰
さ
ん
の
ビ
ー
玉
が

転
が
る
大
型
玩
具
な
ど
を
存
分
に
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
併
せ
て

体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

会
期

９
月
21
日
㈰
ま
で

料
金

一
般　
　
　
　
　
６
０
０
円

　
　
　
高
校
・
大
学
生

４
０
０
円

　
　
　
小
・
中
学
生　
　

２
０
０
円

※

20
人
以
上
の
団
体
料
金
あ
り

※
「
か
ら
く
り
木
の
お
も
ち
ゃ

展
」
は
別
途
１
０
０
円
の
入
場
料

が
必
要
で
す
（
３
歳
以
上
）。
午

前
10
時
〜
午
後
４
時
（
入
場
は
午

後
３
時
半
ま
で
）

※

本
展
は
、
宝
く
じ
の
助
成
を
受

け
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

「触覚のカーテン」

「フレクトリック・
ドラムス」

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

時
間

午
後
１
時
〜
４
時

※

３
階
・
多
目
的
ホ
ー
ル
で
３
時

30
分
ま
で
受
付
。
混
雑
時
は
お
待

ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

《
帆
布
の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
》

◎
２
日
㈯
・
３
日
㈰

参
加
費

４
０
０
円

《
木
の
鉛
筆
ス
タ
ン
ド
》

◎
９
日
㈯
〜
11
日
㈷

参
加
費

５
０
０
円

《
プ
レ
ー
ト
万
華
鏡
》

◎
13
日
㈬
・
14
日
㈭

参
加
費

５
０
０
円

《
シ
ー
ス
ル
ー
貯
金
箱
》

◎
15
日
㈮
〜
17
日
㈰

参
加
費

５
０
０
円

《
木
の
メ
モ
ス
タ
ン
ド
》

◎
23
日
㈯
・
24
日
㈰

参
加
費

３
０
０
円

ブ
ー
タ
ン
に
画
材
を
送
ろ
う
！

当
館
で
は
ブ
ー
タ
ン
の
美
術
教
育

を
支
援
す
る
た
め
、
画
材
を
届
け
る

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、

ダ
ン
ボ
ー
ル
５
箱
分
の
画
材
を
ブ
ー

タ
ン
に
届
け
ま
し
た
。
今
年
は
夏
と

秋
の
２
回
に
分
け
て
収
集
し
ま
す
。

ご
家
庭
に
眠
っ
て
い
る
画
材
の
ご
提

供
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
集
め
て
い
る
画
材

◎
絵
の
具
・
ク
レ
ヨ
ン
・
色
鉛
筆

ま
だ
き
れ
い
に
使
え
る
状
態
の
も

の
。
新
古
品
な
ど
大
歓
迎
で
す
。

◎
筆
・
パ
レ
ッ
ト

き
れ
い
に
洗
っ
た
も
の
。

※

水
入
れ
や
絵
の
具
セ
ッ
ト
の
袋

は
集
め
ま
せ
ん
。

※

画
材
の
状
態
に
よ
っ
て
は
、
当

館
で
処
分
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
収
集
期
限

８
月
31
日
㈰
ま
で

■
収
集
場
所

世
界
こ
ど
も
美
術
館

８月の休館日 ４日㈪・18日㈪・25日㈪

昨年、画材を
受け取った子どもたち

《
銀
紙
の
凸で

こ
ぼ
こ凹

ア
ー
ト
》

◎
30
日
㈯
・
31
日
㈰

参
加
費

２
０
０
円

❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖

世 帯 男 女 総 数
浜 田 18,568 17,081 18,675 35,756
金 城 1,806 1,796 1,908 3,704
旭 1,226 1,170 1,146 2,316

弥 栄 612 498 538 1,036
三 隅 2,657 2,486 2,608 5,094
合 計 24,869 23,031 24,875 47,906

（単位：人）
人　口（６月末現在）

市長直行便（市政に関するご意見・ご提言）をお寄せください。市長直行便は、市ホームページの市長直行
便入力フォーム、又は専用はがき（本庁・支所・まちづくりセンターなどに備付け）などをご利用ください。

６
月
19
日
㈭
、
20
日
㈮
に
大

阪
・
関
西
万
博
で
石
見
神
楽
特

別
公
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
開

場
時
間
よ
り
早
く
か
ら
長
蛇
の

列
が
で
き
、
客
席
は
全
て
の
公

演
で
、ほ
ぼ
満
席
と
な
り
ま
し
た
。

神
迎
、
大
江
山
、
恵
比
須
に

続
き
、「
55
年
ぶ
り
の
万
博
」

に
ち
な
ん
で
55
頭
の
大
蛇
が
登

場
し
、
大
勢
の
観
客
か
ら
拍
手

喝
采
が
起
こ
り
ま
し
た
。

毎
月
１
日
発
行

編
集
・
発
行
　
浜
田
市
市
長
公
室

　
　
　
　
　
　
☎
 0855‒25‒9151

　
　
　
　
　
　

ＦＡＸ0855‒22‒3091

各
支
所
　
　
金
城
支
所
　
☎
42‒1234

　
　
　
　
　
旭
支
所
　
　
☎
45‒1234

　
　
　
　
　
弥
栄
支
所
　
☎
48‒2111

　
　
　
　
　
三
隅
支
所
　
☎
32‒2800

浜
田
市
広
報
 

@
koushitsu.ham

ada

Facebook

8 令
和
７
年

N
o.292

広
報

本
庁
　
〒
697-8501 島

根
県
浜
田
市
殿
町
１
番
地

　
　
　
 ☎
0855‒22‒2612（

代
表
）

　
　
https://w

w
w
.city.ham

ada.shim
ane.jp

　
　
info@

city.ham
ada.lg.jp

今月の表紙
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